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　今回で３年目を迎える「国東おだやか博2015」。
最後のプログラムとなったのは、「七島イで作る正
月飾り」です。お母さんは縄を

　な　

綯い、子どもは亀の
工芸品で遊び七島イの感触を楽しみました。

新年のごあいさつ
新消防本部・消防署が誕生
市県民税申告のご案内
まちの話題
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か

ら
、
議
会
に
対
し
ま
し
て
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
改
め
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
３
月
に
は
国
東
市
が
合

併
し
て
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
２
月
に
は

新
庁
舎
が
完
成
す
る
な
ど
大
規
模
な
事
業

が
今
年
で
ほ
ぼ
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
２
０
４
０
年
人
口
推
計
に
よ
る
と
、

国
東
市
の
人
口
は
将
来
大
幅
に
減
少
す
る

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
へ
の
対

応
が
急
務
で
あ
り
、
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
こ
の
問
題
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
が
推
進

す
る
地
方
創
生
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

地
方
創
生
と
は
、
人
口
減
少
社
会
に
対
し

て
、
特
徴
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
地
域
を

築
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
地
方
創
生
の
理

念
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
に
あ
る

よ
う
に
、
東
京
の
一
極
集
中
の
解
消
、
地

域
社
会
の
問
題
の
解
決
、
地
域
に
お
け
る

就
業
機
会
の
創
出
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
国
東
市
で
も
10
月
に
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
」
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

11
月
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
が
加
盟
12
か

国
と
合
意
に
達
し
ま
し
た
。
国
内
農
業
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の
対
策

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
、
農
業

の
振
興
や
競
争
力
の
強
化
、
若
者
の
農
業

へ
の
就
労
支
援
な
ど
総
合
的
な
対
策
が
検

討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
る
旅

行
者
が
、
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
東
京
や
京
都
な
ど
に
集
中

し
て
お
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済

効
果
を
地
方
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
、「
地
方
創
生
」、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」、

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
地
方
の
再
生

の
鍵
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
生
き
残
り
を
か

け
て
、
議
会
で
は
、
各
種
団
体
と
「
人
口

減
少
問
題
」
に
つ
い
て
精
力
的
に
意
見
交

換
会
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
声

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
市
政
発
展
の
た
め

大
い
に
飛
躍
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
、
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

国東市議会　議長　木　田　憲　治

合併10周年を迎え
飛躍の年に
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
２
月
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
御
支
援
を
賜

り
、
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
２
期
目
の
市
政
に
お
き
ま
し
て

も
、「
産
業
の
振
興
」
を
力
強
く
推
進
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
昨

年
は
１
期
目
か
ら
着
手
し
て
参
り
ま
し
た

各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
果
を
発
揮
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
い
く
つ
か
を
ご
紹

介
致
し
ま
す
。

昨
年
７
月
に
九
州
最
大
の
都
市
で
あ

る
福
岡
市
に
、
杵
築
市
、
豊
後
高
田
市
、

姫
島
村
と
連
携
し
て
、「
特
産
品
の
販
路

拡
大
」
と
「
観
光
客
誘
致
」
を
目
的
と
し

て「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ（
ク
ワ
ト
ロ
ヨ
ッ

チ
）」
を
開
設
致
し
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
ン
・
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
フ
ー

ド
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
国
東
半
島
の
食
材
を

使
用
し
て
お
り
、
国
東
市
の
食
材
で
は
、

ト
ン
ネ
ル
貯
蔵
の
「
な
つ
み
オ
レ
ン
ジ
」

や
「
バ
ジ
ル
」、「
カ
ボ
ス
」、「
キ
ウ
イ
」

を
使
用
し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
大
変
好
評
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
物
販
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
国
東
市
の
誇
る
加
工
品
を
中
心
に
好

調
な
売
れ
行
き
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
11
月
に
「
新
国
東
市
消

防
本
部
」
が
完
成
し
、
業
務
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
完
成
を
機
に
、
よ
り
一

層
の
消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図

り
、
市
民
の
皆
様
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら

せ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
合
併
10
周
年
と
い
う
節

目
の
年
で
あ
り
、
次
の
10
年
に
向
け
て
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
国
東
市

役
所
新
庁
舎
」
が
完
成
し
、
２
月
に
は
業

務
を
開
始
致
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
合
併
10

周
年
を
記
念
し
て
、
様
々
な
式
典
や
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

私
は
市
長
就
任
以
来
、「
く
に
さ
き
福

祉
の
里
づ
く
り
」「
く
に
さ
き
観
光
の
里

づ
く
り
」「
く
に
さ
き
教
育
の
里
づ
く
り
」

を
目
標
に
掲
げ
、
全
力
で
市
政
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。

こ
の
目
標
を
実
現
し
、
昨
年
10
月
に
策

定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
国
東
市
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
将
来
に
わ
た
っ
て
「
活
力
あ
る
持
続

可
能
な
国
東
市
」
を
作
る
た
め
、
引
き
続

き
「
産
業
の
振
興
」
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、「
子
育
て
環
境
の
整
備
」
や
「
学
力

の
向
上
」
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

国東市長　三　河　明　史

合併10周年を迎え
「活力ある国東市」を

実現します
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　新庁舎建設工事も、今年１月22日から、アストくにさきの出入口から南側に向けて回廊・外構
工事を行う第３期工事が始まります。図のように３月20日までの間、今回の工事期間の中で最も
駐車台数の確保が困難な状況となります。また、アストくにさきの正面自動ドアを閉鎖しますの
で、約２か月間は南側に開設する臨時の入口とアグリホール側の入口が主な進入口となります。
　※正面入口風除室側面に非常用出口を臨時設置し避難路は確保します。

　なお、平成26年10月から整備を進めてきました新庁舎は、平成28年１月21日に本体のみの引
渡を受け、２月１日から新庁舎で業務を開始する予定です。今回、業務に先立ち下記のとおり新庁
舎内覧会を行います。
　今後、新庁舎への什器搬入や移転、新庁舎に隣接する旧国東町歴史民俗資料館の解体・北側駐車
場整備と続きます。市民の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

今後の工事概要
　新庁舎回廊屋根工事及び第３期外構工事　平成28年１月22日～３月20日まで
　旧国東町歴史民俗資料館解体工事　平成28年２月上旬着手～３月末まで
　第４期外構工事　平成28年３月末着手～５月末まで

▶新庁舎内覧会
　日時…平成28年１月21日㈭
　　　　午前９時から正午まで（受付は午前11時30分まで）
　受付…国東町鶴川149番地　新庁舎１階　南側中央入口
　対象…どなたでも参加可
　※事前予約不要
　※�駐車台数に限りがありますので、なるべく乗り合わせい
ただくなど、ご協力をお願いします。

　※�今回は、備品等搬入前の内覧会となり、５月開催予定の
竣工式当日にも、各種イベントに合わせ新庁舎見学会を
開催します。

新庁舎建設インフォメーション

国東市新庁舎建設工事の
現状についてお知らせします

【問合先】　庁舎建設室　☎0978-72-1111（内線241）

▶今月の予定
　１月20日… ……………部分引渡のための

市の検査
　１月21日… …………内覧会
　１月22日～ 28日……什器搬入等　
　１月29日～ 31日……新庁舎への移転
　２月１日……………新庁舎業務開始　
　※�特に１月22日～ 31日までの期間
は、搬入車両が多く新庁舎前が特に
混雑しますのでご留意ください。
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私たちの
新年の抱負
2016

県民体育大会の卓球に出場した
国東市代表選手の皆さん

国東市婚姻届第１号
吉田　正さんご家族

国東高校柔道部の皆さん

長 木 チ ヨさん 108歳
明治40年11月10日生まれ

特別養護老人ホームむさし苑に入所

今年こそ、
県体で総合優勝するぞ !

今年も、
みんな笑顔で過ごすぞ !

アベックでインターハイ出場 !
日本一を目指すぞ !!

昨年９月18日に行われた第68回県民体育大会の
卓球で、女子第２位、男子第３位、総合第３位の
好成績を収めました。今年こそはアベックで決勝
進出し、総合優勝と意気込んでいます。

吉田正さんと由美子さんは、平成18
年３月31日の午前０時と同時に婚姻
届を市役所に提出し、国東市になって
初めてのご夫婦となりました。もう
すぐ結婚生活10年を迎えるお二人に
は、２人の子どもにも恵まれて、幸せ
な家庭を築いています。

昨年10月31日に行われた大分県高等学校新人柔
道大会の団体戦で男子・女子ともに優勝しまし
た。男女ともに全国クラスの選手がおり、最大の
目標である全国高等学校総合体育大会（インター
ハイ）出場を目指し、日々練習に励んでいます。

▲�平成18年５月号に掲載さ
れた当時の写真

花 﨑 正 男さん 103歳
明治45年１月７日生まれ

特別養護老人ホームむさし苑に入所

チヨさんは、若い頃から人の世話
や草取りなど体を動かすことが大
好き。今は家族や施設の人など優
しい人に囲まれて、毎日楽しく暮
らしているそうです。

正男さんは、５人いる子ども達が
会いに来てくれるのが楽しみ。今
は仕事もしないで楽をさせても
らっているので、まだまだ長生き
できそうだということです。

県内最高齢を目指します あと10年長生きします

市
内
最
高
齢
者

女
性
長
寿

市
内
最
高
齢
者

男
性
長
寿
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　新庁舎建設工事も、今年１月22日から、アストくにさきの出入口から南側に向けて回廊・外構
工事を行う第３期工事が始まります。図のように３月20日までの間、今回の工事期間の中で最も
駐車台数の確保が困難な状況となります。また、アストくにさきの正面自動ドアを閉鎖しますの
で、約２か月間は南側に開設する臨時の入口とアグリホール側の入口が主な進入口となります。
　※正面入口風除室側面に非常用出口を臨時設置し避難路は確保します。

　なお、平成26年10月から整備を進めてきました新庁舎は、平成28年１月21日に本体のみの引
渡を受け、２月１日から新庁舎で業務を開始する予定です。今回、業務に先立ち下記のとおり新庁
舎内覧会を行います。
　今後、新庁舎への什器搬入や移転、新庁舎に隣接する旧国東町歴史民俗資料館の解体・北側駐車
場整備と続きます。市民の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

今後の工事概要
　新庁舎回廊屋根工事及び第３期外構工事　平成28年１月22日～３月20日まで
　旧国東町歴史民俗資料館解体工事　平成28年２月上旬着手～３月末まで
　第４期外構工事　平成28年３月末着手～５月末まで

▶新庁舎内覧会
　日時…平成28年１月21日㈭
　　　　午前９時から正午まで（受付は午前11時30分まで）
　受付…国東町鶴川149番地　新庁舎１階　南側中央入口
　対象…どなたでも参加可
　※事前予約不要
　※�駐車台数に限りがありますので、なるべく乗り合わせい
ただくなど、ご協力をお願いします。

　※�今回は、備品等搬入前の内覧会となり、５月開催予定の
竣工式当日にも、各種イベントに合わせ新庁舎見学会を
開催します。

新庁舎建設インフォメーション

国東市新庁舎建設工事の
現状についてお知らせします

【問合先】　庁舎建設室　☎0978-72-1111（内線241）

▶今月の予定
　１月20日… ……………部分引渡のための

市の検査
　１月21日… …………内覧会
　１月22日～ 28日……什器搬入等　
　１月29日～ 31日……新庁舎への移転
　２月１日……………新庁舎業務開始　
　※�特に１月22日～ 31日までの期間
は、搬入車両が多く新庁舎前が特に
混雑しますのでご留意ください。
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　新庁舎になって大きく変わったこと

［問合先］国東市消防本部　☎0978-72-1101

消防本部・消防署からのお願い

1地域の防災拠点として役割を担える施設
海抜14ｍの高台に耐震性の高い建物となり防災拠点として機能
2消防救急無線がデジタル化
通話内容の秘匿性や大容量のデータ送信、119番発信地情報取得
が可能となった
3ドクターヘリの離着陸場
消防本部・消防署の敷地内にドクターヘリが離着陸できるスペース
を確保
4訓練塔による救助訓練
地上高17ｍと７ｍの主・副訓練塔や地下式防火水槽、消火栓等が
設けられ、各種の消防訓練が可能となった

　救急や火災など緊急の場合に、直接
来訪して依頼される方がいます。しか
し、午後10時以降の消防署は、防犯の
ため全館施錠しますので、御用の際に
は、玄関横のインターホンを押してご
連絡ください。

２人が１部屋を交代で使用する形態
の仮眠室が11部屋と女性用仮眠室
を１部屋を配備

総務・警防・予防の３つの課で構成
されおり、消防関係の事務手続き、
火災予防啓発などの消防業務を行う

指揮車１台、高規格救急自動車１
台、消防ポンプ自動車３台、資機材
搬送車１台の計６台（台数に増減な
し）

119番通報を受け出動部隊へ指令を
かける消防活動の核となる部署。指
令台システム導入により119番通報
受信、場所の特定など円滑な出動が
可能になった

火災など災害現場に対応する出動部
隊。現場対応以外にも事案の記録や
統計などの事務も行う

デジタル無線と併せて導入された指
令台システムのサーバーと太陽光で
発電した電気の蓄電装置が配置され
ています

仮眠室消防本部事務室

消防署車両通信指令室

消防署事務室機械室

会議室
消防長
室

書庫

２階

通信指令室 機械室

階段

消
防
本
部

事
務
室

車　　　庫

女子
仮眠室仮眠室資機材庫

１階 階段

消
防
署

事
務
室

多目的
ルーム

!
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地域の防災拠点
新消防本部・消防署が誕生!!
今までの経過

（一財）空港環境整備協会の助成で救急車を購入

平成24年４月…消防本部・署移転新築について検討開始
　　　　12月…庁舎建設予定地決定、用地関係者説明会
平成25年７月…庁舎用地取得完了
　　　　12月…庁舎用地造成工事入札
平成26年３月…庁舎用地造成工事完了
　　　　８月…建設工事入札
　　　　10月…新庁舎建設工事の着工
　　　　11月…無線デジタル化事業入札

平成27年１月………無線デジタル化事業着手（機器）
　　　　５月29日…新庁舎完成
　　　　６月………無線の庁舎内工事着工
　　　　７月………新通信指令装置への情報入力
　　　　９月末……デジタル無線整備工事完了
　　　　　　　　　新通信指令装置への情報入力完了
　　　　10月………�備品関係整備、指令装置と無線の試験運用
　　　　11月15日…旧消防本部・署閉鎖
　　　　11月16日…新消防本部・署業務運用開始
　　　　12月１日…落成式

　一般財団法人空港環境整備協会の助成を受け、12月10日㈭、国東市消
防署南分署に、新しく最新鋭の高規格救急自動車が配備されました。
　高規格救急自動車には、除細動器や自動心臓マッサージ器など、救急救
命士による高度な救命処置ができる資機材が装備されており、救命率や社
会復帰率の向上が期待されています。
　12月11日㈮、市役所応接室で行われた贈呈式には、同協会の南 朋幸大
分事務所長が訪れ、三河市長へ助成目録が手渡されました。
　なお、市内の救急自動車の配備状況は、国見出張所に１台（高規格）、消
防署本署に１台（高規格）、南分署に２台（１台が高規格）となっています。

▲平成27年１月５日
　新庁舎建設工事の様子

▲平成27年３月26日
　新庁舎建設工事の様子

▲平成26年３月10日
　用地造成工事の様子

▲左から三河市長、南�所長、岡田消防長

▲平成26年10月14日
　新庁舎建設工事起工式の様子

　
12
月
１
日
、
国
東
市
消
防
本
部
・
消
防
署
の
新
庁
舎
落
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式
が
行
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。
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、
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と
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。

　
落
成
式
当
日
は
、
消
防
業
務
を
委
託
す
る
姫
島
村
長
も

含
め
、
約
70
名
の
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
は
、
主
副
訓
練
塔
を
使
っ
た
消
防
署
員
の
訓

練
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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　新庁舎になって大きく変わったこと

［問合先］国東市消防本部　☎0978-72-1101

消防本部・消防署からのお願い

1地域の防災拠点として役割を担える施設
海抜14ｍの高台に耐震性の高い建物となり防災拠点として機能

2消防救急無線がデジタル化
通話内容の秘匿性や大容量のデータ送信、119番発信地情報取得
が可能となった

3ドクターヘリの離着陸場
消防本部・消防署の敷地内にドクターヘリが離着陸できるスペース
を確保

4訓練塔による救助訓練
地上高17ｍと７ｍの主・副訓練塔や地下式防火水槽、消火栓等が
設けられ、各種の消防訓練が可能となった

　救急や火災など緊急の場合に、直接
来訪して依頼される方がいます。しか
し、午後10時以降の消防署は、防犯の
ため全館施錠しますので、御用の際に
は、玄関横のインターホンを押してご
連絡ください。

２人が１部屋を交代で使用する形態
の仮眠室が11部屋と女性用仮眠室
を１部屋を配備

総務・警防・予防の３つの課で構成
されおり、消防関係の事務手続き、
火災予防啓発などの消防業務を行う

指揮車１台、高規格救急自動車１
台、消防ポンプ自動車３台、資機材
搬送車１台の計６台（台数に増減な
し）

119番通報を受け出動部隊へ指令を
かける消防活動の核となる部署。指
令台システム導入により119番通報
受信、場所の特定など円滑な出動が
可能になった

火災など災害現場に対応する出動部
隊。現場対応以外にも事案の記録や
統計などの事務も行う

デジタル無線と併せて導入された指
令台システムのサーバーと太陽光で
発電した電気の蓄電装置が配置され
ています

仮眠室消防本部事務室

消防署車両通信指令室

消防署事務室機械室

会議室
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マイナンバーの「通知カード」を
受け取りましたか？ マイナちゃん

　マイナンバー（12桁の番号）は生涯にわたって使用します。「通
知カード」は大切に保管してください。まだ「通知カード」を受け
取られていない方は、市役所本庁・各総合支所に保管されています
ので、お早めにおいでください。３か月の保管期限を過ぎますと、
再発行に500円が必要になります。

通知カード・個人番号カードの問合先▶本庁　市民健康課　戸籍住民係　☎0978-72-5166
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶国見　地域市民健康課　　　　　☎0978-82-1112
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶武蔵　地域市民健康課　　　　　☎0978-68-1112
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶安岐　地域市民健康課　　　　　☎0978-67-1114

◆本人の場合
①「不在通知書」（ピンク色の郵便局からご自宅のポストに投函されたもの）　②「印鑑」
③「顔写真付きの公的身分証明書」１点（運転免許証、身障者手帳など）
　または　「その他の公的身分証明書」２点（保険証、介護保険証、年金手帳、通帳など）

◆代理人の場合
本人の場合の①・③と、④代理人の印鑑
⑤代理人の「顔写真付きの公的身分証明書」１点（運転免許証、パスポートなど）
　または　代理人の「その他の公的身分証明書」２点（保険証、介護保険証、など）
⑥「委任状」（様式は市役所・各総合支所の窓口にあります。）
　※「委任状」を書くことが困難な方は、第３者の代筆と押印が必要になります。
　※�①の「不在通知書」は郵便局に転送依頼をされている方には投函されませんので、②以降の必要なも

のをお持ちになっておいでください。

「通知カード」を受け取る時に必要なもの

平成28年の臨時開庁日
⃝２月14日㈰　⃝３月13日㈰
⃝２月28日㈰　⃝３月27日㈰
　時間▶９：00～16：00

11月20日㈮に国東市地域公共交通会議が開催され
ました。この会議では、コミュニティバス・コミュニ
ティタクシーの利用状況や、今年度の利便向上、利用
促進の取り組みについて報告されました。

 会議では、コミュニティバス・コミュニティタク
シーの路線の一部改正が承認されました。 安岐町を
運行するコミュニティタクシー「小俣線」が、平成
28年１月から、「朝来蔭平」地域を経由します。また、
武蔵町を運行するコミュニティバスとコミュニティタ
クシーが、平成28年１月から、むさし整形外科周辺
の「古市下」地域を経由します。

　【問合先】　政策企画課　政策企画係
　　　　　　☎0978-72-5161　FAX 0978-72-1822

●コミュニティタクシー小俣線（金曜日運行）
　※平成28年１月８日から

●「古市下」バス停での停車時刻　※平成28年１月６日から

下り（行き）の便 停留所名 上り（帰り）の便
８：40 12：40 砂防ダム 12：39
↓ ↓ （中略） ↑

８：44 12：44 小俣公民館前 12：35
８：45 12：45 市ノ尾 12：34
８：46 12：46 中畑 12：33
８：47 12：47 中原 12：32
８：49 12：49 平原 12：30
８：50 12：50 寺野 12：29
８：51 12：51 一鍬前 12：28
８：59 12：59 安岐総合支所 12：20
９：05 13：05 安岐バス停 12：14
９：07 13：07 市民病院 12：12

運行曜日 下り（行き）の便 上り（帰り）の便
志和利線 水 ９：09 12：16
小城線 水 ８：40 12：45
松ケ迫・小ヶ倉線 金 ９：09 12：16
狭間線 水 ８：58

12：55　 12：18

朝
来
蔭
平
地
域
に

新
た
に
設
置
す
る
停
留
所

国東市地域公共交通会議が開催されました

※「古市下」バス停は、朝の下り（行き）の便では降りるだけ、昼の上り（帰り）
の便では乗るだけです。

　狭間線の昼の下り（行き）の便も降りるだけです。
※「古市下」バス停から乗って、武蔵町古市・今市地区で降りることはできま
せん。

　古市・今市地区から乗って「古市下」バス停で降りることはできません。
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問合先▷税務課　市民税係　☎0978-72-1111（内線131・133）

市県民税（ 国民健康保険税
後期高齢者保険料
介護保険料 ）申告のご案内

　平成28年度市県民税申告のご案内（申告会場及び日程を含む）を、１月20日㈬の回覧文書で
各世帯１部ずつ配布します。期限内（３月15日まで）の申告をお願いします。

⃝所得税・市県民税申告の準備はお早めに

⃝給与を支払った方は給与支払報告書の提出が必要です

　所得税及び市県民税の申告時期が近づいてまいりました。本年も申告会場を設けて、市職員が受付を
行います。
　会場が混み合うことが予想されますので、次の事柄について事前に準備をしてご来場ください。
　①�年金や住宅借入金等特別控除など所得税の還付申告を受けようとする方は、収入・経費の根拠とな
る書類の整理を進めるとともに、各関係機関から必要書類を取り寄せるなど申告の準備をしてくだ
さい。

　　※給与や年金等の源泉徴収票は、支払者より１月31日までに交付されます。
　②�農業・営業・不動産所得などの申告には、収支（収入金額と必要経費）内訳書の作成が必要になり
ますので、帳簿や証明書類（領収書など）の整理をしてください。

　　収支内訳書の記載方法については税務課窓口に冊子を用意していますのでご活用ください。
　③�医療費控除を受けようとする方は、医療を受けた人・医療機関ごとに領収書を整理・集計をしてく
ださい。

　　�また、保険金等で補てんされた金額（高額医療費・出産育児一時金など）があれば、同様に整理・
集計をしてください。

　給与支払報告書の提出は、平成27年中の給与収入額を証明するとともに、平成28年度市県民税の計算
の基となる大切な資料です。
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◆申請期限　平成28年１月28日㈭

◆問 合 先　教育委員会　学校教育課　☎0978-73-0066
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詳しくは、各学校または学校教育課へお問い合わせください。
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マイナンバーの「通知カード」を
受け取りましたか？ マイナちゃん

　マイナンバー（12桁の番号）は生涯にわたって使用します。「通
知カード」は大切に保管してください。まだ「通知カード」を受け
取られていない方は、市役所本庁・各総合支所に保管されています
ので、お早めにおいでください。３か月の保管期限を過ぎますと、
再発行に500円が必要になります。

通知カード・個人番号カードの問合先▶本庁　市民健康課　戸籍住民係　☎0978-72-5166
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶国見　地域市民健康課　　　　　☎0978-82-1112
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶武蔵　地域市民健康課　　　　　☎0978-68-1112
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶安岐　地域市民健康課　　　　　☎0978-67-1114

◆本人の場合
①「不在通知書」（ピンク色の郵便局からご自宅のポストに投函されたもの）　②「印鑑」
③「顔写真付きの公的身分証明書」１点（運転免許証、身障者手帳など）
　または　「その他の公的身分証明書」２点（保険証、介護保険証、年金手帳、通帳など）
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⑤代理人の「顔写真付きの公的身分証明書」１点（運転免許証、パスポートなど）
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　※�①の「不在通知書」は郵便局に転送依頼をされている方には投函されませんので、②以降の必要なも

のをお持ちになっておいでください。

「通知カード」を受け取る時に必要なもの

平成28年の臨時開庁日
⃝２月14日㈰　⃝３月13日㈰
⃝２月28日㈰　⃝３月27日㈰
　時間▶９：00～16：00

11月20日㈮に国東市地域公共交通会議が開催され
ました。この会議では、コミュニティバス・コミュニ
ティタクシーの利用状況や、今年度の利便向上、利用
促進の取り組みについて報告されました。

 会議では、コミュニティバス・コミュニティタク
シーの路線の一部改正が承認されました。 安岐町を
運行するコミュニティタクシー「小俣線」が、平成
28年１月から、「朝来蔭平」地域を経由します。また、
武蔵町を運行するコミュニティバスとコミュニティタ
クシーが、平成28年１月から、むさし整形外科周辺
の「古市下」地域を経由します。

　【問合先】　政策企画課　政策企画係
　　　　　　☎0978-72-5161　FAX 0978-72-1822

●コミュニティタクシー小俣線（金曜日運行）
　※平成28年１月８日から

●「古市下」バス停での停車時刻　※平成28年１月６日から

下り（行き）の便 停留所名 上り（帰り）の便
８：40 12：40 砂防ダム 12：39
↓ ↓ （中略） ↑

８：44 12：44 小俣公民館前 12：35
８：45 12：45 市ノ尾 12：34
８：46 12：46 中畑 12：33
８：47 12：47 中原 12：32
８：49 12：49 平原 12：30
８：50 12：50 寺野 12：29
８：51 12：51 一鍬前 12：28
８：59 12：59 安岐総合支所 12：20
９：05 13：05 安岐バス停 12：14
９：07 13：07 市民病院 12：12

運行曜日 下り（行き）の便 上り（帰り）の便
志和利線 水 ９：09 12：16
小城線 水 ８：40 12：45
松ケ迫・小ヶ倉線 金 ９：09 12：16
狭間線 水 ８：58

12：55　 12：18

朝
来
蔭
平
地
域
に

新
た
に
設
置
す
る
停
留
所

国東市地域公共交通会議が開催されました

※「古市下」バス停は、朝の下り（行き）の便では降りるだけ、昼の上り（帰り）
の便では乗るだけです。

　狭間線の昼の下り（行き）の便も降りるだけです。
※「古市下」バス停から乗って、武蔵町古市・今市地区で降りることはできま
せん。

　古市・今市地区から乗って「古市下」バス停で降りることはできません。
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平成28年度
国東市配食サービス事業受託事業者を募集します

　市では、調理が困難な在宅の高齢者等に対して、栄養バランスのとれた食事を配達し、食生活の改善
及び健康増進を図るとともに、安否の確認を行い、安心して在宅生活が継続できるよう支援するために
配食サービス事業を実施しています。

事業概要や募集に係る詳細につきましては、国東市のホームページに掲載しておりますので、ご参照ください。

【問合先】　高齢者支援課　☎0978-72-5189

委託業務の内容
　①国東市が決定した調理が困難な在宅の高齢者等に、１日につき１食（夕食）を配達する。
　②定期的に（毎回、ほぼ同じ時間）に訪問するものとする。
　③訪問の際、安否を確認し、健康状態に異常があった場合には関係機関への連絡等を行うものとする。
　④１食当たりカロリー 600～700kcal、食塩相当量3.5ｇ以下で提供する。
営 業 日▶配食日は原則として週５日以上とする。
　　　　　 ただし、年末年始（12月29日～１月３日）、国民の祝日、その他市長が休業日と認めた日が

含まれる場合は、週４日以下とすることができる。
配達区域▶国見、国東、武蔵、安岐の４圏域のうち１圏域以上提供できること
委託期間▶４月１日～平成29年３月31日
募集期間▶１月６日～22日

【対象施設】　⃝施設名称……国東市国見老人憩いの家　　⃝所在地……国東市国見町赤根
　　　　　　⃝担当課………高齢者支援課　　　　　　　⃝問合先……☎0978-72-5189
　　　　　　⃝募集要項等…１月上旬に市のホームページに掲載します。

特別養護老人ホーム姫見苑及び養護老人ホームくにみ苑
民営化に係る移管先事業者の募集について
　国東市では、現在、市が運営している特別養護老人ホーム姫見苑及び養護老人ホームくにみ苑の
民営化に伴い、移管先事業者を公募予定ですのでお知らせします。

※詳細につきましては、国東市ホームページで公表します。
［問合先］　政策企画課　行革推進係　☎0978-72-5161

▪民営化の時期：平成29年４月１日
▪募集方法：プロポーザル方式による公募
▪手　　法：土地、建物を原則有償譲渡とした民間移管
▪公募対象：�
　�　市内に住所を有する社会福祉法人又は移管までに確実に市内で社会福祉法人格を取得する見込
みのある者（市外の社会福祉法人は、市内に別途社会福祉法人を設立すること。）
▪今後の主なスケジュール（予定）：�
　平成28年１月下旬…公募開始（公募要項等配布）�
　平成28年３月………事業者選定�
　平成29年４月………民営化

市内施設の指定管理者を再公募します
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平成28年度 市立幼稚園の園児募集について

平成28年度 保育園・こども園の入園受付について

※校区について
　市立幼稚園に通園区域はありませんが、市立小・中学校は通学区域に基づき就学校
が指定されます。（通学区域は国東市ホームページに掲載しています。）
　詳しくは教育委員会学校教育課までお問い合わせください。

▪入園対象児（生年月日）
〈５歳児 〉平成22年４月２日～平成23年４月１日
〈４歳児 〉平成23年４月２日～平成24年４月１日
〈３歳児 〉平成24年４月２日～平成25年４月１日

▪手続方法
　各市立幼稚園・教育委員会学校教育課でお渡しする
「入園申込書」を、希望する幼稚園に提出してください。

▪受付期間
平成28年１月８日㈮～平成28年１月22日㈮
午前９時～午後４時30分（土・日・祝日を除く）

▪保 育 料　所得に応じて異なります

▪降園時間　午後２時

▪問 合 先　国東市教育委員会　学校教育課
　　　　　　☎0978-73-0066

▪受付の日時と場所
〈日時〉平成28年１月25日㈪～１月29日㈮
　　　　午前９時～午後５時
〈場所〉 福祉課　子育て支援係、各総合支所　地域市

民健康課
認定こども園は各園で受付を行います。

※�在園児で、平成28年４月以降も継続して施設を利用
される場合は、園を通じてご案内します。

▪国東市内の認可保育園
◦伊美保育園　　　国見町伊美2457番地１
◦竹田津保育所　　国見町竹田津3610番地１
◦熊毛保育所　　　国見町小熊毛62番地２
◦来浦保育園　　　国東町浜1353番地
◦オレンジ保育所　国東町原2129番地
◦武渓保育所　　　武蔵町麻田57番地１
◦安岐保育所　　　安岐町下原1273番地１

▪問 合 先
福祉課  子育て支援係 ☎0978-72-5164
国見総合支所  地域市民健康課市民健康係 
 ☎0978-82-1112
武蔵総合支所  地域市民健康課市民健康係 
 ☎0978-68-1112
安岐総合支所  地域市民健康課市民健康係 
 ☎0978-67-1114

▪市立幼稚園一覧
〈５歳児 〉�
◦国見中央幼稚園 
　国見町中850番地� ☎0978-82-1205
〈４・５歳児 〉�
◦竹田津幼稚園 
　国見町竹田津3610番地１�☎0978-84-0628
◦熊毛幼稚園 
　国見町小熊毛62番地２� ☎0978-83-0459
◦旭日幼稚園 
　国東町綱井2980番地１� ☎0978-72-0352
〈３・４・５歳児 〉�
◦富来幼稚園 
　国東町富来浦677番地４� ☎0978-74-1212
◦安岐幼稚園 
　安岐町下原2071番地� ☎0978-67-0415
◦安岐中央幼稚園 
　安岐町中園201番地１� ☎0978-67-0175

▪認定こども園のご案内
◦むさしこども園 
　武蔵町糸原498番地� ☎0978-68-1452
◦国東こども園 
　国東町田深1571番地14� ☎0978-72-0500
◦南部こども園 
　国東町小原119番地１� ☎0978-72-0609
◦富来こども園 
　国東町富来浦1549番地� ☎0978-74-0200
◦安岐中央こども園 
　安岐町下山口606番地３� ☎0978-67-1968
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日

月

日

月

日

月

日

月

日

月

日

月

日

月

日

40年間の書道活動の
集大成を市に寄贈

１１

１１

１１

１２

１２

１９

２２

２６

４

８

桜吹雪く国東を目指して

清原米蔵さんが
緑白綬有功章受章報告

武蔵中学生
七島イを学ぶ

成人になった自分へ
メッセージを預ける

　安岐町在住の書家 
荒木勝治郎さんが、市
に２幅の書道の額を寄
贈しました。寄贈され
た書は、荒木さんの書
家活動の中で最も親し
みのある万葉集と三浦
梅園の漢詩の中から選
んだものです。市に寄贈された書道の額は、アストくに
さきと安岐中央公民館に展示されています。

　夢咲き桜の会が、今回で５年目となる河津桜の植樹会
を行いました。桜の苗木の配布を希望された団体へ贈呈

した後、富来中学校跡
地に会員など約40名
で、30本の苗を植え
ました。これまでの取
り組みで、市内に植え
られた桜の苗木の累計
は、1,228本となりま
した。

　11月17日に東京都で開催された「農事功績者表彰式」
で、清原米蔵さん（武蔵町吉広）が、緑白綬有功章を受
章され、市長に受章の報告
をしました。今回の受章は
県内一の生産量や後継者育
成などの功績が高く評価さ
れたもので、シイタケ農家
では県内初の快挙です。栽
培50年の節目に新たな名
誉を加えました。

　くにさき七島藺振興会の細田利彦事
務局長と七島イ工芸士の岩切千佳さん
を講師に招き、武蔵中学校の２年生
が、国東市の特産品「七島イ」につい
て学びました。細田さんの講話では、
七島イの生産方法と歴史を学び、岩切
さんのコースター作りでは、七島イの
香りや手触りを体験しました。

　武蔵東小学校で２分の１成人式が開
催されました。10年後に成人した自
分へのメッセージを入れた封筒を児童
代表が教育長に手渡しました。この取
り組みは、成人式を担当する社会教育
課が今年から始めたもので、教育委員
会がメッセージを10年間保管し、成
人式のときにお返しするというもので
す。今後、市内の全小学校で、随時行
われます。

▲加藤教育長と松原風花さん
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月

日

月

日

月

日

月

日

月

日

月

日

月

日

月

日

１２

１２

１２
１３

２

１３
県内の消防職員・
団員が集結

くにさきオイスター
初出荷へ

師走の武蔵を走る
菜の花マラソン

　アストくにさ
きで大分県消防
大会が開催され
ました。会場に
は、県内から約
500名の消防職
員・団員が集まり、日頃の防火活動の功労表彰
や、意見発表で、防火思想の普及啓発を行いま

した。

　武蔵町糸原にあるヤンマー株式会社の研究施
設「ヤンマーマリンファーム」で、生食用殻付
カキ（商品名：くにさきOYSTER）の出荷に
向けてのお披露目会と試食会が行われました。
平成25年度から試験養殖を始め、干潟と沖合
の養殖を組み合わせる新方式の実証実験を進め
てきました。市内の水産会社と漁協が養殖し、
マリンファームが資材提供や技術指導、出荷を
行います。４月までに60万個の出荷を見込ん
でおり、海外輸出や首都圏に販路を確立してい
くことを目指しています。

　第９回菜の花カップマラソン大会（菜の花ア
スリートクラブ・市体育協会武蔵支部主催）
が、武蔵川沿いのコースで開催されました。寒
風の中、市内外の小中学生を中心に300名が参
加し、２km、３km、５kmの部で健脚を競い
ました。
　レース終了後は、元杵築東芝陸上部の塚本征
寛さんの講演や抽選会が行われました。

▲�受章代表決意表明する松成道彦さん
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月

日

月

日

月

日

月

日

月

日

月

日

月

日

月

日

40年間の書道活動の
集大成を市に寄贈

１１

１１

１１

１２

１２

１９

２２

２６

４

８

桜吹雪く国東を目指して

清原米蔵さんが
緑白綬有功章受章報告

武蔵中学生
七島イを学ぶ

成人になった自分へ
メッセージを預ける

　安岐町在住の書家 
荒木勝治郎さんが、市
に２幅の書道の額を寄
贈しました。寄贈され
た書は、荒木さんの書
家活動の中で最も親し
みのある万葉集と三浦
梅園の漢詩の中から選
んだものです。市に寄贈された書道の額は、アストくに
さきと安岐中央公民館に展示されています。

　夢咲き桜の会が、今回で５年目となる河津桜の植樹会
を行いました。桜の苗木の配布を希望された団体へ贈呈

した後、富来中学校跡
地に会員など約40名
で、30本の苗を植え
ました。これまでの取
り組みで、市内に植え
られた桜の苗木の累計
は、1,228本となりま
した。

　11月17日に東京都で開催された「農事功績者表彰式」
で、清原米蔵さん（武蔵町吉広）が、緑白綬有功章を受
章され、市長に受章の報告
をしました。今回の受章は
県内一の生産量や後継者育
成などの功績が高く評価さ
れたもので、シイタケ農家
では県内初の快挙です。栽
培50年の節目に新たな名
誉を加えました。

　くにさき七島藺振興会の細田利彦事
務局長と七島イ工芸士の岩切千佳さん
を講師に招き、武蔵中学校の２年生
が、国東市の特産品「七島イ」につい
て学びました。細田さんの講話では、
七島イの生産方法と歴史を学び、岩切
さんのコースター作りでは、七島イの
香りや手触りを体験しました。

　武蔵東小学校で２分の１成人式が開
催されました。10年後に成人した自
分へのメッセージを入れた封筒を児童
代表が教育長に手渡しました。この取
り組みは、成人式を担当する社会教育
課が今年から始めたもので、教育委員
会がメッセージを10年間保管し、成
人式のときにお返しするというもので
す。今後、市内の全小学校で、随時行
われます。

▲加藤教育長と松原風花さん
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術
と
太
ネ
ジ
を
製
造
で
き
る
設

備
も
評
価
さ
れ
、
新
た
な
自
動

車
関
連
部
品
も
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
製

造
し
た
自
動
車
部
品
の
ほ
と
ん

ど
を
関
西
方
面
に
出
荷
し
て
お

り
、
竹
田
津
港
か
ら
徳
山
ま
で

フ
ェ
リ
ー
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
輸
送
コ
ス
ト
を
抑
え
て
事
業
が
拡
大
し
ま
し
た
。

今
で
は
、
３
棟
の
工
場
が
建
ち
、
約
４
、４
４
０
㎡
に

ま
で
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ミ
ナ
ミ
ダ
は
自
動
車
部
品
の
製
造
が
事
業
売
上
の
約

85
％
を
占
め
る
中
で
、
大
分
工
場
は
そ
の
半
分
以
上
を

製
造
し
て
お
り
、
主
力
工
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
自
動
車
会
社
の
生
産
拠
点
が
海
外
に
移
り
、
現

地
で
部
品
を
調
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

国
内
の
需
要
は
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

２
０
１
２
年
に
タ
イ
工
場
を
開
設
し
稼
働
さ
せ
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
動
車
会
社
の
生
産
拠
点
は
す
ぐ
に

移
っ
て
い
く
の
で
、
そ
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
ず
に
新
た

な
生
産
拠
点
を
探
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
国
内
で

は
、
部
品
の
生
産
拠
点
を
徐
々
に
大
分
工
場
に
集
約

し
、
仕
上
げ
加
工
な
ど
を
本
社
で
行
う
な
ど
生
産
効
率

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
大
分
工
場
の
重
要
性
が
増
々
高
ま
っ
て
い
く
の

で
、
国
東
市
に
根
差
し
た
地
域
に
親
し
ま
れ
る
企
業
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

に
収
穫
量
も
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
を
増
や
し
て
い
き
、
今
で
は

当
初
の
２
倍
の
42
ア
ー
ル
ま
で

耕
作
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
克
己
さ
ん
は
、
武
蔵
ね
ぎ
生

産
部
会
の
副
会
長
と
し
て
県
内

の
こ
ね
ぎ
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
化

と
部
会
設
立
に
尽
力
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
20
年

７
月
に
は
大
分
味
一
ね
ぎ
生
産

部
会
が
発
足
し
、
現
在
は
部
会

長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
克
己
さ
ん
は
、
常
々
新
規
就
農
者
が
土
づ
く
り
や
こ

ね
ぎ
の
品
質
向
上
に
作
業
時
間
を
あ
て
る
た
め
に
、
こ

ね
ぎ
の
出
荷
の
た
め
の
調
整
作
業
を
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
外
側
の

皮
を
剥
ぎ
規
格
を
揃
え
た
り
す
る
調
整
作
業
が
、
全
体

の
作
業
時
間
の
内
７
割
く
ら
い
を
占
め
て
い
た
か
ら
で

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
武
蔵
町
に
共
同
調
整
場
が
完
成

し
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
奥
さ

ん
の
涼
子
さ
ん
へ
は
「
自
分
の
わ
が
ま
ま
に
黙
っ
て
付

い
て
来
て
く
れ
た
妻
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
涼
子
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま

で
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
遊
び
に
来
て
く
れ
る
孫

達
が
、
自
分
達
の
作
っ
た
野

菜
を
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る

の
が
、
何
よ
り
も
楽
し
み
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
夫
と
一
緒

に
、
品
質
の
良
い
こ
ね
ぎ
を

育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ん
は
、
長
年
住
ん
で
い
た
別
府
市
か
ら
ご
主
人
の
実
家

の
見
地
に
戻
っ
て
み
る
と
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
が
で
き
る

状
態
に
な
っ
て
い
て
、
と
て
も
驚
い
た
そ
う
で
す
。

　
和
男
さ
ん
は
、
職
員
時
代
に
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
研
修

を
受
け
て
い
た
こ
と
や
シ
イ
タ
ケ
農
家
の
作
業
も
良
く

把
握
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
自
分
な
ら
シ
イ
タ
ケ
栽

培
は
大
丈
夫
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に

自
分
で
栽
培
し
て
み
る
と
、
傾
斜
地
で
の
作
業
や
ホ
ダ

木
の
重
さ
な
ど
改
め
て
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
大
変
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
地
元
の
シ
イ
タ
ケ
農

家
の
皆
さ
ん
か
ら
助
言
や
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で

栽
培
の
コ
ツ
を
掴
み
、
今
で
は
年
に
10
万
コ
マ
を
コ
マ

打
ち
す
る
よ
う
に
な
り
、
ホ
ダ
場
も
50
ア
ー
ル
ま
で
に

拡
大
し
ま
し
た
。

　
絓
子
さ
ん
は
、「
私
が
知
っ
た
と
き
に
は
、
後
に
は

戻
れ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
手

伝
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
、
夫
の

姉
夫
婦
も
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
お
り
、
山
で
食
べ

る
お
弁
当
や
休
憩
時
に
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
お
し
ゃ

べ
り
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
楽
し
い
で
す
」。
和
男
さ

ん
は
、「
椎
茸
農
協
に
勤
め
て

い
た
の
で
、
シ
イ
タ
ケ
の
品
質

を
見
抜
く
力
は
誰
に
も
負
け
な

い
自
信
が
あ
り
ま
す
。
あ
と

は
、
納
得
の
で
き
る
品
質
の
シ

イ
タ
ケ
を
自
分
で
栽
培
で
き
る

か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
国
東

に
は
、
素
晴
ら
し
い
シ
イ
タ
ケ

農
家
が
数
多
く
い
ま
す
。
品
評

会
で
入
賞
す
る
の
は
と
て
も
難

し
い
で
す
が
、
こ
こ
２
、
３
年

の
内
に
な
ん
と
か
上
位
に
入
れ

る
よ
う
な
シ
イ
タ
ケ
を
育
て
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ミナミダの製品

▲調整作業の様子

▲共同調整場

▲洗浄作業の様子

▲鍛造機の調整作業の様子

▲検査・梱包作業の様子
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株式会社ミナミダ
大分工場

横山 克己さん
　　 涼子さん

光永 和男さん
　　 絓子さん

国見町向田2555番地２
開設▶平成３年11月　従業員▶59名

武蔵町古市
平成９年からご夫婦で始める

国東町見地
10年前から本格的にシイタケ栽培に取り組む

　
株
式
会
社
ミ
ナ

ミ
ダ
は
、
鍛
造
業

の
盛
ん
な
東
大
阪

市
で
、
ネ
ジ
や
釘

な
ど
を
製
造
す
る

工
場
と
し
て
誕
生
し
、
冷
間
鍛
造
部
品
を
製
造
す
る
こ

と
で
事
業
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
１
９
８
０
年
代
後

半
に
は
自
動
車
部
品
業
界
に
参
入
す
る
た
め
、
新
た
な

工
場
の
開
設
場
所
を
全
国
で
探
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
今
後
多
く
の
自
動
車
会
社
が
九
州
に
進
出
し
て

く
る
見
込
み
が
あ
り
、
加
え
て

熱
心
に
誘
致
を
し
て
く
れ
た
こ

と
か
ら
、
国
見
町
に
工
場
を
開

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
開
設
当
時
、
工
場
の
建
築
面

積
は
約
２
、３
１
０
㎡
で
し
た
。�

し
か
し
、
長
年
の
鍛
造
業
で
培
っ

て
き
た
長
ネ
ジ
を
製
造
す
る
技

　
横
山
克
己
さ
ん

は
、
大
阪
市
内
の

金
融
機
関
に
勤
務

し
て
い
ま
し
た

が
、
常
々
子
ど
も

が
高
校
に
入
学
す
る
前
に
大
分
県
内
に
戻
り
た
い
と
い

う
想
い
が
あ
り
、
合
せ
て
勤
続
25
年
目
と
仕
事
の
区
切

り
も
つ
い
た
こ
と
か
ら
帰
郷
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
大
分
県
が
新
規
就
農
者
を
募
集

し
て
い
ま
し
た
。
色
々
な
作
物
の
中
で
、
周
年
栽
培
が

で
き
る
利
点
か
ら
こ
ね
ぎ
を
選
択
し
武
蔵
町
に
移
住
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
ね
ぎ
栽
培
を
始
め
て
５
年
間
は
安
定
し
た
収
穫
が

あ
り
ま
し
た
が
、
６
年
目
か
ら
急
に
生
育
が
悪
く
な
り

収
穫
量
が
極
端
に
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
は

子
ど
も
の
大
学
進
学
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
生
活

も
苦
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
不
作
の
原
因
が

連
作
障
害
と
分
か
り
、
土
壌
改
良
を
し
た
結
果
、
徐
々

　
光
永
和
男
さ
ん

は
、
大
分
県
椎
茸

農
業
協
同
組
合
に

40
年
間
勤
務
し
、

県
内
各
支
部
で
販

売
や
流
通
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
シ
イ
タ
ケ

栽
培
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
は
、
定
年
と
な
る
４
年
前

に
地
元
国
東
支
部
に
異
動
し
、
知
人
の
シ
イ
タ
ケ
農
家

に
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
を
購
入
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た

こ
と
と
、
国
東
市
が
60
歳
ま
で
の
新
規
就
農
者
に
対
し

て
、
乾
燥
機
購
入
の
補
助
制
度

を
始
め
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
定
年
退
職
後
に
本

格
的
な
シ
イ
タ
ケ
栽
培
が
で
き

る
よ
う
に
、
徐
々
に
原
木
と
な

る
ク
ヌ
ギ
の
木
を
購
入
し
所
有

す
る
国
東
町
見
地
の
山
を
整
備

し
ま
し
た
。
奥
さ
ん
の
絓
子
さ

企業編

認定
農業者編

林業・
水産業編

▲第一工場の様子

私
た
ち
が
国
東
を
元
気
に
し
ま
す 

国
東
の
原
動
力
Vol.❽

▲左から義兄の井上敬夫さん、光永和男さん、絓子さん、姉の井上順子さん
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術
と
太
ネ
ジ
を
製
造
で
き
る
設

備
も
評
価
さ
れ
、
新
た
な
自
動

車
関
連
部
品
も
受
注
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
製

造
し
た
自
動
車
部
品
の
ほ
と
ん

ど
を
関
西
方
面
に
出
荷
し
て
お

り
、
竹
田
津
港
か
ら
徳
山
ま
で

フ
ェ
リ
ー
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
輸
送
コ
ス
ト
を
抑
え
て
事
業
が
拡
大
し
ま
し
た
。

今
で
は
、
３
棟
の
工
場
が
建
ち
、
約
４
、４
４
０
㎡
に

ま
で
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ミ
ナ
ミ
ダ
は
自
動
車
部
品
の
製
造
が
事
業
売
上
の
約

85
％
を
占
め
る
中
で
、
大
分
工
場
は
そ
の
半
分
以
上
を

製
造
し
て
お
り
、
主
力
工
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
自
動
車
会
社
の
生
産
拠
点
が
海
外
に
移
り
、
現

地
で
部
品
を
調
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

国
内
の
需
要
は
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

２
０
１
２
年
に
タ
イ
工
場
を
開
設
し
稼
働
さ
せ
ま
し

た
。
し
か
し
、
自
動
車
会
社
の
生
産
拠
点
は
す
ぐ
に

移
っ
て
い
く
の
で
、
そ
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
ず
に
新
た

な
生
産
拠
点
を
探
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
国
内
で

は
、
部
品
の
生
産
拠
点
を
徐
々
に
大
分
工
場
に
集
約

し
、
仕
上
げ
加
工
な
ど
を
本
社
で
行
う
な
ど
生
産
効
率

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
大
分
工
場
の
重
要
性
が
増
々
高
ま
っ
て
い
く
の

で
、
国
東
市
に
根
差
し
た
地
域
に
親
し
ま
れ
る
企
業
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

に
収
穫
量
も
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
を
増
や
し
て
い
き
、
今
で
は

当
初
の
２
倍
の
42
ア
ー
ル
ま
で

耕
作
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
克
己
さ
ん
は
、
武
蔵
ね
ぎ
生

産
部
会
の
副
会
長
と
し
て
県
内

の
こ
ね
ぎ
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
化

と
部
会
設
立
に
尽
力
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
20
年

７
月
に
は
大
分
味
一
ね
ぎ
生
産

部
会
が
発
足
し
、
現
在
は
部
会

長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
克
己
さ
ん
は
、
常
々
新
規
就
農
者
が
土
づ
く
り
や
こ

ね
ぎ
の
品
質
向
上
に
作
業
時
間
を
あ
て
る
た
め
に
、
こ

ね
ぎ
の
出
荷
の
た
め
の
調
整
作
業
を
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
外
側
の

皮
を
剥
ぎ
規
格
を
揃
え
た
り
す
る
調
整
作
業
が
、
全
体

の
作
業
時
間
の
内
７
割
く
ら
い
を
占
め
て
い
た
か
ら
で

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
武
蔵
町
に
共
同
調
整
場
が
完
成

し
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
奥
さ

ん
の
涼
子
さ
ん
へ
は
「
自
分
の
わ
が
ま
ま
に
黙
っ
て
付

い
て
来
て
く
れ
た
妻
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
涼
子
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま

で
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
遊
び
に
来
て
く
れ
る
孫

達
が
、
自
分
達
の
作
っ
た
野

菜
を
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る

の
が
、
何
よ
り
も
楽
し
み
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
夫
と
一
緒

に
、
品
質
の
良
い
こ
ね
ぎ
を

育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ん
は
、
長
年
住
ん
で
い
た
別
府
市
か
ら
ご
主
人
の
実
家

の
見
地
に
戻
っ
て
み
る
と
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
が
で
き
る

状
態
に
な
っ
て
い
て
、
と
て
も
驚
い
た
そ
う
で
す
。

　
和
男
さ
ん
は
、
職
員
時
代
に
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
研
修

を
受
け
て
い
た
こ
と
や
シ
イ
タ
ケ
農
家
の
作
業
も
良
く

把
握
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
自
分
な
ら
シ
イ
タ
ケ
栽

培
は
大
丈
夫
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に

自
分
で
栽
培
し
て
み
る
と
、
傾
斜
地
で
の
作
業
や
ホ
ダ

木
の
重
さ
な
ど
改
め
て
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
大
変
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
地
元
の
シ
イ
タ
ケ
農

家
の
皆
さ
ん
か
ら
助
言
や
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で

栽
培
の
コ
ツ
を
掴
み
、
今
で
は
年
に
10
万
コ
マ
を
コ
マ

打
ち
す
る
よ
う
に
な
り
、
ホ
ダ
場
も
50
ア
ー
ル
ま
で
に

拡
大
し
ま
し
た
。

　
絓
子
さ
ん
は
、「
私
が
知
っ
た
と
き
に
は
、
後
に
は

戻
れ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
手

伝
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
、
夫
の

姉
夫
婦
も
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
お
り
、
山
で
食
べ

る
お
弁
当
や
休
憩
時
に
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
お
し
ゃ

べ
り
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
楽
し
い
で
す
」。
和
男
さ

ん
は
、「
椎
茸
農
協
に
勤
め
て

い
た
の
で
、
シ
イ
タ
ケ
の
品
質

を
見
抜
く
力
は
誰
に
も
負
け
な

い
自
信
が
あ
り
ま
す
。
あ
と

は
、
納
得
の
で
き
る
品
質
の
シ

イ
タ
ケ
を
自
分
で
栽
培
で
き
る

か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
国
東

に
は
、
素
晴
ら
し
い
シ
イ
タ
ケ

農
家
が
数
多
く
い
ま
す
。
品
評

会
で
入
賞
す
る
の
は
と
て
も
難

し
い
で
す
が
、
こ
こ
２
、
３
年

の
内
に
な
ん
と
か
上
位
に
入
れ

る
よ
う
な
シ
イ
タ
ケ
を
育
て
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ミナミダの製品

▲調整作業の様子

▲共同調整場

▲洗浄作業の様子

▲鍛造機の調整作業の様子

▲検査・梱包作業の様子
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　「
差
別
し
て
は
い
け
な
い
」「
不
平
等
は
い
け
な
い
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
何
が
「
差
別
」
な

の
か
、
ど
ん
な
状
態
が
「
不
平
等
」
な
の
か
、
次
の
事

例
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
映
画
館
な
ど
に
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
が
設
け

ら
れ
、
女
性
が
低
料
金
で
見
ら
れ
る
】
の
は

「
差
別
」「
不
平
等
」
だ
ろ
う
か
？

　
水
曜
日
の
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も

へ
の
入
場
料
割
引
と
は
異
な
り
、
女
性
客
に
よ
り
ア

ピ
ー
ル
し
て
収
益
を
上
げ
る
た
め
の
営
業
戦
略
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
映
画
館
で
、
も
と
も
と
平
日
は
女
性
客
の

方
が
多
い
の
で
す
が
、
水
曜
日
は
デ
パ
ー
ト
が
休
み
に

な
り
女
性
入
場
者
数
が
減
る
こ
と
か
ら
、
映
画
館
に

と
っ
て
週
の
中
だ
る
み
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
テ
コ
入
れ
と
し
て
、
１
９
８
０
年
代
に
一
部
の
映
画

館
が
水
曜
日
に
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
を
実
施
し
、
集
客

効
果
を
あ
げ
た
こ
と
か
ら
、
し
だ
い
に
全
国
の
映
画

館
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
、「
水
曜
日
＝

レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
」
の
認
識
は
多
く
の
人
に
定
着
し
て

お
り
、
水
曜
日
の
映
画
館
は
女
性
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
営
業
戦
略
と
し
て
の
割
引
サ
ー
ビ
ス

に
は
、
他
の
業
種
に
も
様
々
な
も
の
が
あ
り
、
女
性
割

引
の
ク
ラ
ブ
、
浴
衣
客
割
引
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
割
引
の
格
安
航
空
券
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
、

特
盛
り
カ
レ
ー
を
全
部
食
べ
き
っ
た
ら
無
料
の
店
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
一
部
の
業
者

に
よ
る
一
時
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
映

画
館
の
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
は
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
映

画
館
が
一
斉
に
毎
週
水
曜
日
を
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
に
設

定
し
て
い
る
た
め
、
社
会
的
影
響
力
は
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

【
国
立
の
女
子
大
学
で
は
、
税
金
を
使
っ
て

い
る
の
に
、
入
れ
る
の
は
女
性
だ
け
】
と
い

う
の
は
、「
差
別
」「
不
平
等
」
だ
ろ
う
か
？

（
あ
る
人
の
意
見
）

　
国
公
立
女
子
大
は
憲
法
違
反
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

　
国
立
に
は
お
茶
の
水
、
奈
良
女
二
つ
の
女
子
大
が
あ

り
ま
す
。
公
立
は
多
く
の
女
子
大
が
共
学
化
し
ま
し
た

が
群
馬
と
福
岡
の
県
立
女
子
大
が
あ
り
ま
す
。

　
昔
は
大
学
と
は
男
の
も
の
、
戦
後
も
長
い
こ
と
男
女

の
大
学
進
学
率
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
し
た
。
女
性
の

大
学
進
学
の
機
会
を
与
え
る
と
い
う
女
子
大
の
意
義
が

あ
っ
た
時
代
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
今
女

子
も
44
％
（
短
大
も
入
れ
る
と
57
％
）
が
大
学
に
進
学

し
、
共
学
の
大
学
で
も
女
子
学
生
の
方
が
多
い
大
学
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
共
学
の
大
学
で
も
文
学
部
や
外

国
語
学
部
は
80
％
女
子
と
い
う
学
校
も
あ
る
と
聞
き
ま

す
。

人権シリーズ vol.116

こころを つなぐ まちづくり

第
９
回
国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り

「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」

課
題《
ま
つ
り
》応
募
作
品

老
い
の
血
が
祭
り
囃
し
で
若
返
り

国
東
町

　平

　永

　
　
　光

笛
の
音
に
七
夕
ゆ
れ
る
恋
心

大
分
市

　さ

　
　く

　
　ら

「
差
別
」「
不
平
等
」
に
つ
い
て
考
え
る

　
そ
ん
な
時
代
に
国
公
立
の
女
子
大
、
つ
ま
り
男
子
に

入
学
資
格
を
与
え
な
い
こ
と
は
差
別
で
、
法
の
下
の
平

等
（
憲
法
14
条
）
に
反
し
て
い
る
と
い
え
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
で
は
州
立
女
子
大
学
は
憲
法
違

反
と
の
判
決
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
私
立
女
子
大
も
少
な
く
と
も
公
的
な
助
成

金
は
そ
ろ
そ
ろ
法
の
下
の
平
等
に
反
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
物
事
の
判
断
を
一
面
的
に
と
ら
え
「
差
別
」「
不
平

等
」
と
断
定
し
て
し
ま
う
の
は
早
計
す
ぎ
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
状
況
の
時
代
的
な
背
景
や
社
会
的
な
背
景
が
あ

る
か
ら
で
す
。

　
あ
な
た
は
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
ど
う
思
い

ま
す
か
？
　
家
族
や
職
場
な
ど
で
話
し
合
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責
：
武
蔵
分
室
　
山
下
）

事
例
❶

事
例
❷
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里
の

だ
よ
り

教
育

保健 ページ

　
平
成
27
年
11
月
28
日
㈯
、
ア
ス
ト
く

に
さ
き
ア
ス
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
教

職
員
・
保
護
者
、
教
育
関
係
者
・
市
民

等
約
５
０
０
名
の
方
々
の
参
加
の
も
と

に
第
５
回
「
国
東
市
教
育
の
里
づ
く
り

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
集

い
も
５
周
年
を
迎
え
、
今
回
は
、「
国

東
市
制
施
行
10
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
」

と
併
せ
て
、
記
念
行
事
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。

　
本
年
度
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
子

ど
も
達
に
国
東
の
偉
人
の
素
晴
ら
し
さ

に
気
付
か
せ
る
と
と
も
に
郷
土
愛
を
育

む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
小
・
中
学
生

を
対
象
に
「『
ふ
る
さ
と
国
東
の
偉
人

伝
』
読
書
感
想
文
・
感

想
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

行
い
ま
し
た
。
小
・
中

学
校
か
ら
感
想
文
62

点
、
感
想
画
87
点
の
応

募
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

７
点
の
優
秀
作
品
を
選

定
し
、
里
づ
く
り
の
集

い
の
開
会
行
事
の
中
で

表
彰
し
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
の
後
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
「
梅う

め

原は
ら

　
司し

平へ
い

」
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
梅
原
さ
ん
は
、

約
２
時
間
に
わ
た
っ
て
心
に
響
く
歌
を

歌
い
続
け
る
と
共
に
、
教
育
に
つ
い
て

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
参
加
者
に
熱
く
語
り

か
け
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
ハ

ン
カ
チ
を
目
に
当
て
な
が
ら
聴
き
入
る

方
も
い
ま
し
た
。

　
第
５
回
の
記
念
の
集
い
を
通
じ
て
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
の
子
育

て
、
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
主
体
的

に
捉
え
、
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

第
５
回「
国
東
市
教
育
の

里
づ
く
り
の
集
い
」に
つ
い
て

◆問合先 国見総合支所地域市民健康課 ☎0978-82-1112　武蔵保健福祉センター　　 ☎0978-68-1184
　　　　 国東保健センター　　　　 ☎0978-73-2450　安岐総合支所地域市民健康課 ☎0978-67-1114

【問合先】　学校教育課　☎0978-73-0066

高齢者肺炎球菌予防接種を実施しています。
今年度の対象者は右記の
二つに該当する方です。

◦平成27年度中に以下の年齢になる方で、接種を希望する方
◦今までに23価肺炎球菌ワクチンを接種したことがない方

65歳 昭和25年４月２日～
昭和26年４月１日生の方 80歳 昭和10年４月２日～

昭和11年４月１日生の方 95歳 大正９年４月２日～
大正10年４月１日生の方

70歳 昭和20年４月２日～
昭和21年４月１日生の方 85歳 昭和５年４月２日～

昭和６年４月１日生の方 100歳 大正４年４月２日～
大正５年４月１日生の方

75歳 昭和15年４月２日～
昭和16年４月１日生の方 90歳 大正14年４月２日～

大正15年４月１日生の方
接種日時点60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫
の機能に障害を有する方（身体障害者手帳１級相当）

Ｑ：接種にかかる費用はどのくらいですか？
Ａ：�各医療機関が定める接種費用の内5,000円を助成しますので、医療機関窓口では差額をお支払いくだ
さい。具体的な金額については各医療機関にお問い合わせください。また、生活保護世帯の方は全額
助成となりますので、医療機関窓口で申し出てください。

Ｑ：現在65歳です。70歳になった時に接種を受けようと思いますが対象になりますか？
Ａ：今年度対象となっている方が定期接種として公費助成を受ける事が出来るのは今年度限りです。
　　平成28年４月１日以降に接種を受ける場合は、全額自己負担となりますのでご注意ください。

あなたが
対象かも

梅原司平さんのコンサートの様子

会場いっぱいの参加者の皆さん
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　「
差
別
し
て
は
い
け
な
い
」「
不
平
等
は
い
け
な
い
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
何
が
「
差
別
」
な

の
か
、
ど
ん
な
状
態
が
「
不
平
等
」
な
の
か
、
次
の
事

例
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
映
画
館
な
ど
に
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
が
設
け

ら
れ
、
女
性
が
低
料
金
で
見
ら
れ
る
】
の
は

「
差
別
」「
不
平
等
」
だ
ろ
う
か
？

　
水
曜
日
の
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も

へ
の
入
場
料
割
引
と
は
異
な
り
、
女
性
客
に
よ
り
ア

ピ
ー
ル
し
て
収
益
を
上
げ
る
た
め
の
営
業
戦
略
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
映
画
館
で
、
も
と
も
と
平
日
は
女
性
客
の

方
が
多
い
の
で
す
が
、
水
曜
日
は
デ
パ
ー
ト
が
休
み
に

な
り
女
性
入
場
者
数
が
減
る
こ
と
か
ら
、
映
画
館
に

と
っ
て
週
の
中
だ
る
み
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
テ
コ
入
れ
と
し
て
、
１
９
８
０
年
代
に
一
部
の
映
画

館
が
水
曜
日
に
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
を
実
施
し
、
集
客

効
果
を
あ
げ
た
こ
と
か
ら
、
し
だ
い
に
全
国
の
映
画

館
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
、「
水
曜
日
＝

レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
」
の
認
識
は
多
く
の
人
に
定
着
し
て

お
り
、
水
曜
日
の
映
画
館
は
女
性
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
営
業
戦
略
と
し
て
の
割
引
サ
ー
ビ
ス

に
は
、
他
の
業
種
に
も
様
々
な
も
の
が
あ
り
、
女
性
割

引
の
ク
ラ
ブ
、
浴
衣
客
割
引
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
割
引
の
格
安
航
空
券
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
、

特
盛
り
カ
レ
ー
を
全
部
食
べ
き
っ
た
ら
無
料
の
店
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
一
部
の
業
者

に
よ
る
一
時
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
映

画
館
の
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
は
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
映

画
館
が
一
斉
に
毎
週
水
曜
日
を
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
に
設

定
し
て
い
る
た
め
、
社
会
的
影
響
力
は
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

【
国
立
の
女
子
大
学
で
は
、
税
金
を
使
っ
て

い
る
の
に
、
入
れ
る
の
は
女
性
だ
け
】
と
い

う
の
は
、「
差
別
」「
不
平
等
」
だ
ろ
う
か
？

（
あ
る
人
の
意
見
）

　
国
公
立
女
子
大
は
憲
法
違
反
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

　
国
立
に
は
お
茶
の
水
、
奈
良
女
二
つ
の
女
子
大
が
あ

り
ま
す
。
公
立
は
多
く
の
女
子
大
が
共
学
化
し
ま
し
た

が
群
馬
と
福
岡
の
県
立
女
子
大
が
あ
り
ま
す
。

　
昔
は
大
学
と
は
男
の
も
の
、
戦
後
も
長
い
こ
と
男
女

の
大
学
進
学
率
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
し
た
。
女
性
の

大
学
進
学
の
機
会
を
与
え
る
と
い
う
女
子
大
の
意
義
が

あ
っ
た
時
代
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
今
女

子
も
44
％
（
短
大
も
入
れ
る
と
57
％
）
が
大
学
に
進
学

し
、
共
学
の
大
学
で
も
女
子
学
生
の
方
が
多
い
大
学
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
共
学
の
大
学
で
も
文
学
部
や
外

国
語
学
部
は
80
％
女
子
と
い
う
学
校
も
あ
る
と
聞
き
ま

す
。
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こころを つなぐ まちづくり

第
９
回
国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り

「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」

課
題《
ま
つ
り
》応
募
作
品

老
い
の
血
が
祭
り
囃
し
で
若
返
り

国
東
町

　平

　永

　
　
　光

笛
の
音
に
七
夕
ゆ
れ
る
恋
心

大
分
市

　さ

　
　く

　
　ら

「
差
別
」「
不
平
等
」
に
つ
い
て
考
え
る

　
そ
ん
な
時
代
に
国
公
立
の
女
子
大
、
つ
ま
り
男
子
に

入
学
資
格
を
与
え
な
い
こ
と
は
差
別
で
、
法
の
下
の
平

等
（
憲
法
14
条
）
に
反
し
て
い
る
と
い
え
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
で
は
州
立
女
子
大
学
は
憲
法
違

反
と
の
判
決
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
私
立
女
子
大
も
少
な
く
と
も
公
的
な
助
成

金
は
そ
ろ
そ
ろ
法
の
下
の
平
等
に
反
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
物
事
の
判
断
を
一
面
的
に
と
ら
え
「
差
別
」「
不
平

等
」
と
断
定
し
て
し
ま
う
の
は
早
計
す
ぎ
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
状
況
の
時
代
的
な
背
景
や
社
会
的
な
背
景
が
あ

る
か
ら
で
す
。

　
あ
な
た
は
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
ど
う
思
い

ま
す
か
？
　
家
族
や
職
場
な
ど
で
話
し
合
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責
：
武
蔵
分
室
　
山
下
）

事
例
❶

事
例
❷
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市
長
日
記

市
長
室
か
ら

こ
ん
に
ち
は
№
56

「
く
に
さ
き
　
オ
イ
ス
タ
ー
」の
出
荷
式	

国
東
市
長
　
三

　河

　明

　史

　
師
走
に
入
っ
て
２
日
目
の
今
日
、
12
月
２
日
、
大
分
空

港
近
く
の
国
東
市
武
蔵
町
糸
原
に
あ
る
ヤ
ン
マ
ー
株
式

会
社
マ
リ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
敷
地
は
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
行

政
関
係
者
や
企
業
関
係
者
、
Ｊ
Ｆ
お
お
い
た
関
係
者
、

そ
し
て
多
く
の
報
道
関
係
者
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
日
は
、
私
に
と
っ
て
待
ち
焦
が
れ
た
日
で
す
。
２
か

年
の
試
験
養
殖
を
経
て
、
今
年
の
９
月
に
漁
業
権
を
取

得
し
本
格
養
殖
に
着
手
し
て
、
よ
う
や
く
こ
の
日
に
た
ど

り
着
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
支
援
や
指
導

を
い
た
だ
い
た
大
分
県
東
部
振
興
局
の
関
係
者
や
、
海

で
試
験
養
殖
や
本
格
養
殖
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
国

東
市
内
の
各
Ｊ
Ｆ
お
お
い
た
の
漁
業
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
何
よ
り
も
最
先
端
の
牡
蠣
の
養
殖
技
術
を
研
究
開
発

し
、
稚
貝
を
供
給
し
養
殖
の
指
導
を
し
て
下
さ
っ
た
ヤ
ン

マ
ー
株
式
会
社
マ
リ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
加
藤
所
長
を
始
め
と

す
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
御
努
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ

で
す
。

　
マ
リ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
加
藤
課
長
（
当
時
）
か
ら
、
牡
蠣

を
見
せ
ら
れ
た
の
は
２
年
半
ほ
ど
前
で
し
ょ
う
か
。「
市

長
、
こ
の
牡
蠣
を
養
殖
し
た
い
の
で
す
が
」
と
課
長
が
言

い
ま
し
た
。
そ
の
手
に
あ
っ
た
の
は
、
小
型
の
二
つ
の
牡

蠣
で
し
た
。
す
ぐ
に
牡
蠣
を
開
け
て
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
中
に
は
、
ぷ
り
ん
と
膨
ら
ん
だ
ミ
ル
ク
色
し
た
綺
麗

な
牡
蠣
の
身
が
あ
り
ま
し
た
。
口
に
入
れ
る
と
濃
厚
な

雑
味
の
無
い
香
り
が
口
中
に
広
が
り
ま
し
た
。
臭
み
は
全

く
な
く
「
こ
れ
は
旨
い
な
」
と
感
心
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
大
き
な
川
が
無
い
国
東
市
で
牡
蠣
の
養
殖
が

可
能
な
の
か
、疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
試
験
養
殖
は
、

国
見
町
岐
部
湾
の
車
え
び
養
殖
場
跡
地
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　
良
好
な
試
験
結
果
を
受
け
て
１
年
後
、
市
内
の
Ｊ
Ｆ

お
お
い
た
各
支
店
運
営
委
員
長
な
ど
に
牡
蠣
の
養
殖
に

取
り
組
む
よ
う
に
説
得
し
た
の
で
す
。

　
２
年
目
は
、
Ｊ
Ｆ
お
お
い
た
の
四
つ
の
支
店
が
参
加
し

て
試
験
養
殖
に
取
り
組
み
、
台
風
に
よ
る
強
烈
な
波
浪

で
設
備
が
被
害
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
順
調
に
生
育
し
、
１
月
25
日
に
は
、
知
事
を
お
招

き
し
て
中
間
発
表
と
試
食
会
を
開
催
、
同
時
に
「
く
に

さ
き
　
オ
イ
ス
タ
ー
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
を
試
食
会
参

加
者
の
皆
さ
ん
へ
披
露
し
た
の
で
す
。

　
試
食
会
で
の
評
価
も
上
々
で
、
大
い
に
自
信
を
得
た
の

で
す
。
そ
し
て
、
首
都
圏
な
ど
の
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー
な
ど

へ
の
試
験
販
売
を
経
て
今
日
の
初
出
荷
式
に
な
っ
た
の
で

す
。

　
国
の
衛
生
基
準
に
基
づ
き
、
国
東
市
内
外
の
料
亭
や

旅
館
、
大
都
市
圏
の
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー
な
ど
に
販
路
を
広

げ
、
早
く
国
際
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
海
外
に
流
通
し
て
、
世
界
中
の
食
通
を
う
な
ら

せ
、
世
界
有
数
の
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
産
業
は
国
東
市
の
産
業
構
造
を
大
き

く
変
え
、
国
東
市
の
水
産
業
を
飛
躍
的
に
振
興
さ
せ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
国
東
市
が
発
注
す
る
工
事
・
建
設
コ
ン
サ
ル
・
物
品

購
入
・
役
務
の
提
供
等
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。（
た
だ
し
、
昨
年
、
申
請
書
を
提
出
さ
れ

て
い
る
方
で
、
平
成
28
年
度
末
ま
で
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
方
は
今
回
の
提
出
は
不
要
で
す
。）

　
詳
し
く
は
国
東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

《
県
内
建
設
業
者
》

　
平
成
28
年
１
月
４
日
㈪
～
２
月
29
日
㈪

《
県
外
建
設
業
者
・
建
設
コ
ン
サ
ル
・
物
品
購
入
・
役
務
の
提
供
等
》

　
平
成
28
年
２
月
１
日
㈪
～
２
月
29
日
㈪

　※�

物
品
購
入
・
役
務
の
提
供
等
に
つ
い
て
は
、
随
時

受
け
付
け
も
可
能
で
す
。

資
格
有
効
期
間

《
県
内
・
県
外
建
設
業
者
》

　
平
成
28
年
４
月
１
日
㈮
～

　
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
（
２
年
間
）

《
建
設
コ
ン
サ
ル
・
物
品
購
入
・
役
務
の
提
供
等
》

　
平
成
28
年
４
月
１
日
㈮
～

　
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
（
１
年
間
）

提
出
・
問
合
先

　
契
約
検
査
課

　
☎
０
９
７
８
－
72
－
１
１
１
１

　
内
線
２
２
２
・
２
２
３

競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書
の

受
付
を
行
い
ま
す

平
成
28
年
度
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図書館だより

どくしょ が いちばん！どくしょ が いちばん！
開館時間：午前10時～午後６時

問合先
国見図書館　　  ☎0978-82-1585
くにさき図書館  ☎0978-72-3500

武蔵図書館　☎0978-69-0946
安岐図書館　☎0978-67-3551

図書館カレンダー	 ２月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

図書館カレンダー	 １月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24／31 25 26 27 28 29 30

■は休館日。１月１日㈮から１月４日
㈪は年始のため、12日㈫は成人の日の振
り替え、29日㈮は資料整理日のため休
館します。２月11日㈭は建国記念の日、
26日㈮は資料整理日のため休館します。

くにさき図書館では、映画やドラマの原作になった本などを
「話題の本」として展示しています。図書館の入り口から見て右
側、雑誌コーナーの中央に並んでいるのが「話題の本」です。人
気のある本が多く、貸出
中になっていることもあ
りますが、予約をするこ
ともできます。また、原
作本の他にも、各賞受賞
作家の本の展示なども予
定しています。上映、放
送中のものにあわせて更
新していますので、ぜひ
一度ご覧ください！

「話題の本」コーナー

国見図書館
おはなしひろば（読み聞かせ）
 ８日㈮　午前９時30分～ 熊毛幼稚園・保育所
 ９日㈯　午前９時30分～ 国見図書館
22日㈮　午前９時30分～ 竹田津幼稚園・保育所

くにさき図書館
おはなし会（読み聞かせと工作）
10日㈰　午前10時30分～ くにさき図書館
23日㈯　午後 ２時～ くにさき図書館

武蔵図書館
おはなしのへや（読み聞かせと工作）
13日㈬　午後３時30分～　　　武蔵図書館
16日㈯　午後３時～　　　　　 武蔵図書館
27日㈬　午後３時30分～　　　武蔵図書館
２月６日㈯　午前10時30分～　武蔵図書館

安岐図書館
ひまわりのへや（読み聞かせと工作）
 ９日㈯　午前10時30分～ 安岐図書館

１月  図書館行事のご案内

国東市図書館では、県内18の図書館と相互に本の貸借をしています。市内に所蔵のない本の貸し
出しもできます。

数字で 見 る
図書館

▲図書館に入ってすぐの場所です。新年から
始まる大河ドラマの関連本も展示します。

『お母さん二人いてもいいかな!?』　　　中村　キヨ／著
　漫画家の著者が恋した相手は、レズビアンのシングルマザーだった！「婦妻＋子ど
も」という形の家族の日々を描く、コミックエッセイです。出会いのきっかけから、
子どもの「お父さんはだれ？」「お父さんがほしい」発言、ママ友へのカミングアウ

ト問題、果ては「愛って何？」という疑問…などなど、ふたりの周りには扱いの難しい問題が色々とあっ
て…。悩ましいことも多いけれど、今日も彼女たちは女手二つで子育て、頑張ってます。様々な家族の形が
議論されている昨今、家族や大切な人への愛情について思い返すきっかけにできる一冊です。

司書の
オススメ
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市
長
日
記

市
長
室
か
ら

こ
ん
に
ち
は
№
56

「
く
に
さ
き
　
オ
イ
ス
タ
ー
」の
出
荷
式	

国
東
市
長
　
三

　河

　明

　史

　
師
走
に
入
っ
て
２
日
目
の
今
日
、
12
月
２
日
、
大
分
空

港
近
く
の
国
東
市
武
蔵
町
糸
原
に
あ
る
ヤ
ン
マ
ー
株
式

会
社
マ
リ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
敷
地
は
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、
行

政
関
係
者
や
企
業
関
係
者
、
Ｊ
Ｆ
お
お
い
た
関
係
者
、

そ
し
て
多
く
の
報
道
関
係
者
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
日
は
、
私
に
と
っ
て
待
ち
焦
が
れ
た
日
で
す
。
２
か

年
の
試
験
養
殖
を
経
て
、
今
年
の
９
月
に
漁
業
権
を
取

得
し
本
格
養
殖
に
着
手
し
て
、
よ
う
や
く
こ
の
日
に
た
ど

り
着
い
た
の
で
す
。

　
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
支
援
や
指
導

を
い
た
だ
い
た
大
分
県
東
部
振
興
局
の
関
係
者
や
、
海

で
試
験
養
殖
や
本
格
養
殖
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
国

東
市
内
の
各
Ｊ
Ｆ
お
お
い
た
の
漁
業
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
何
よ
り
も
最
先
端
の
牡
蠣
の
養
殖
技
術
を
研
究
開
発

し
、
稚
貝
を
供
給
し
養
殖
の
指
導
を
し
て
下
さ
っ
た
ヤ
ン

マ
ー
株
式
会
社
マ
リ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
加
藤
所
長
を
始
め
と

す
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
御
努
力
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ

で
す
。

　
マ
リ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
加
藤
課
長
（
当
時
）
か
ら
、
牡
蠣

を
見
せ
ら
れ
た
の
は
２
年
半
ほ
ど
前
で
し
ょ
う
か
。「
市

長
、
こ
の
牡
蠣
を
養
殖
し
た
い
の
で
す
が
」
と
課
長
が
言

い
ま
し
た
。
そ
の
手
に
あ
っ
た
の
は
、
小
型
の
二
つ
の
牡

蠣
で
し
た
。
す
ぐ
に
牡
蠣
を
開
け
て
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
中
に
は
、
ぷ
り
ん
と
膨
ら
ん
だ
ミ
ル
ク
色
し
た
綺
麗

な
牡
蠣
の
身
が
あ
り
ま
し
た
。
口
に
入
れ
る
と
濃
厚
な

雑
味
の
無
い
香
り
が
口
中
に
広
が
り
ま
し
た
。
臭
み
は
全

く
な
く
「
こ
れ
は
旨
い
な
」
と
感
心
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
大
き
な
川
が
無
い
国
東
市
で
牡
蠣
の
養
殖
が

可
能
な
の
か
、疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
試
験
養
殖
は
、

国
見
町
岐
部
湾
の
車
え
び
養
殖
場
跡
地
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　
良
好
な
試
験
結
果
を
受
け
て
１
年
後
、
市
内
の
Ｊ
Ｆ

お
お
い
た
各
支
店
運
営
委
員
長
な
ど
に
牡
蠣
の
養
殖
に

取
り
組
む
よ
う
に
説
得
し
た
の
で
す
。

　
２
年
目
は
、
Ｊ
Ｆ
お
お
い
た
の
四
つ
の
支
店
が
参
加
し

て
試
験
養
殖
に
取
り
組
み
、
台
風
に
よ
る
強
烈
な
波
浪

で
設
備
が
被
害
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
順
調
に
生
育
し
、
１
月
25
日
に
は
、
知
事
を
お
招

き
し
て
中
間
発
表
と
試
食
会
を
開
催
、
同
時
に
「
く
に

さ
き
　
オ
イ
ス
タ
ー
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
を
試
食
会
参

加
者
の
皆
さ
ん
へ
披
露
し
た
の
で
す
。

　
試
食
会
で
の
評
価
も
上
々
で
、
大
い
に
自
信
を
得
た
の

で
す
。
そ
し
て
、
首
都
圏
な
ど
の
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー
な
ど

へ
の
試
験
販
売
を
経
て
今
日
の
初
出
荷
式
に
な
っ
た
の
で

す
。

　
国
の
衛
生
基
準
に
基
づ
き
、
国
東
市
内
外
の
料
亭
や

旅
館
、
大
都
市
圏
の
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー
な
ど
に
販
路
を
広

げ
、
早
く
国
際
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
海
外
に
流
通
し
て
、
世
界
中
の
食
通
を
う
な
ら

せ
、
世
界
有
数
の
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
産
業
は
国
東
市
の
産
業
構
造
を
大
き

く
変
え
、
国
東
市
の
水
産
業
を
飛
躍
的
に
振
興
さ
せ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
国
東
市
が
発
注
す
る
工
事
・
建
設
コ
ン
サ
ル
・
物
品

購
入
・
役
務
の
提
供
等
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。（
た
だ
し
、
昨
年
、
申
請
書
を
提
出
さ
れ

て
い
る
方
で
、
平
成
28
年
度
末
ま
で
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
方
は
今
回
の
提
出
は
不
要
で
す
。）

　
詳
し
く
は
国
東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

《
県
内
建
設
業
者
》

　
平
成
28
年
１
月
４
日
㈪
～
２
月
29
日
㈪

《
県
外
建
設
業
者
・
建
設
コ
ン
サ
ル
・
物
品
購
入
・
役
務
の
提
供
等
》

　
平
成
28
年
２
月
１
日
㈪
～
２
月
29
日
㈪

　※�

物
品
購
入
・
役
務
の
提
供
等
に
つ
い
て
は
、
随
時

受
け
付
け
も
可
能
で
す
。

資
格
有
効
期
間

《
県
内
・
県
外
建
設
業
者
》

　
平
成
28
年
４
月
１
日
㈮
～

　
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
（
２
年
間
）

《
建
設
コ
ン
サ
ル
・
物
品
購
入
・
役
務
の
提
供
等
》

　
平
成
28
年
４
月
１
日
㈮
～

　
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
（
１
年
間
）

提
出
・
問
合
先

　
契
約
検
査
課

　
☎
０
９
７
８
－
72
－
１
１
１
１

　
内
線
２
２
２
・
２
２
３

競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書
の

受
付
を
行
い
ま
す

平
成
28
年
度
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安
岐
中
央
公
民
館

☎
０
９
７
８
－
67
－
０
１
５
５

　
宇
佐
・
高
田
・
国
東
広
域
事
務

組
合
が
設
置
す
る
ご
み
処
理
施
設

に
係
る
生
活
環
境
影
響
調
査
の
結

果
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

な
お
、
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

縦
覧
場
所
　
宇
佐
・
高
田
・
国
東

広
域
事
務
組
合
（
宇
佐
文
化
会
館

内
）

縦
覧
期
間
　

１
月
５
日
㈫
～
２
月
４
日
㈭

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
平
日
の

み
）

問
　
宇
佐
・
高
田
・
国
東
広
域
事

務
組
合

☎
０
９
７
８
－
33
－
２
５
６
８

受
付
期
間
　

２
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮

※�

募
集
対
象
者
や
手
続
き
等
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
・
問
　
大
分
県
立
聾
学
校

☎
０
９
７
－
５
４
３
－
２
０
４
７

対
象
者
　
就
職
を
希
望
す
る
55
歳

以
上
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
登
録
者

場
所
　
豊
泉
荘
（
別
府
市
青
山
町

５
－
73
）

期
間
　
１
月
26
日
㈫
～

　
　
　
２
月
４
日
㈭
の
７
日
間

募
集
締
切
　
１
月
20
日
㈬
必
着

申
・
問
　
大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
－
５
４
０
－
６
３
１
３

国
東
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
８
－
67
－
２
９
９
１

　
視
覚
障
が
い
者
の
方
々
に
提
供

す
る
点
字
図
書
・
録
音
図
書
の
製

作
等
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
大
分
県
点
字
図
書
館

で
養
成
講
習
会
（
受
講
料
無
料
）

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

①
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

期
間
　
４
月
～
３
月（
40
回
程
度
）

日
時
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
午
前
10
時
～
12
時

募
集
人
員
　
15
名
程
度

②
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

期
間
　
４
月
～
３
月（
40
回
程
度
）

日
時
　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
午
前
10
時
～
12
時

募
集
人
員
　
20
名
程
度

申
込
期
限
　
２
月
15
日
㈪
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
・
問
　
社
会
福
祉
法
人
　
大
分

県
盲
人
協
会
　
大
分
県
点
字
図
書
館

☎
０
９
７
－
５
３
８
－
０
３
９
９

　
行
政
相
談
は
国
の
役
所
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
の
身
近
な
相
談
窓

口
で
す
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の

声
を
行
政
に
役
立
て
る
た
め
に
、

あ
な
た
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
※
相
談
無
料

期
日
・
場
所
　

１
月
13
日
㈬

　
み
ん
な
ん
か
ん
第
２
学
習
室

　
安
岐
総
合
支
所
２
０
２
会
議
室

２
月
10
日
㈬

　
ア
ス
ト
く
に
さ
き
小
会
議
室

　
武
蔵
中
央
公
民
館
相
談
室

時
間
　
午
前
10
時
～
12
時

問
　
大
分
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
７
－
５
３
２
－
３
７
１
５

総
務
課
総
務
係

☎
０
９
７
８
－
72
－
５
１
６
０

　「
お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
」

と
思
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
　

１
月
25
日
㈪
　
午
前
10
時
～
12
時

　
武
蔵
総
合
支
所
　
第
２
庁
舎
２

階
　
中
会
議
室

２
月
29
日
㈪
　
午
前
10
時
～
12
時

　�

安
岐
総
合
支
所
２
階
　
２
０
２

会
議
室

問
　
国
東
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
８
－
72
－
５
１
８
３

市
内
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

従
業
員
を
募
集
中
で
す

◆
あ
お
ぞ
ら
病
院
（
作
業
療
法
士
・

理
学
療
法
士
・
正
看
護
師
）
◆
く
に

さ
き
エ
コ
シ
ス
テ
ム
（
ゴ
ミ
収
集

と
し
尿
の
汲
み
取
り
・
浄
化
槽
の

巡
回
点
検
・
農
作
業
）
◆
テ
ラ
フ
ー

ズ
（
営
業
社
員
・
菓
子
製
造
管
理
責

任
者
）
◆
メ
ー
プ
ル
尽
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
臨
床
工
学
技
士
・
看
護
師
〔
正
・

准
〕）
◆
国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
介
護
職
員
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指

導
員
・
看
護
職
員
）
◆
あ
さ
ひ
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
看
護
師
〔
正
・
准
〕）
◆

石
田
製
綱
（
製
綱
工
）
◆
里
の
駅
む

さ
し
（
調
理
及
び
接
客
・
接
客
販

売
）
◆
巴
田
建
材
店
（
配
達
員
及

び
取
付
作
業
）
◆
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

（
電
子
機
器
製
造
）
◆
エ
ア
ポ
ー
ト

シ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
（
タ
ク
シ
ー
乗
務

員
）
◆
ケ
ー
ア
ン
ド
ケ
ー
（
製
品
検

査
・
組
立
・
品
質
管
理
補
助
作
業
）

◆
国
東
市
役
所
（
自
動
車
教
習
所
指

導
員
・
看
護
師
・
保
育
士
）
◆
国
東

市
民
病
院
（
看
護
助
手
・
看
護
師
）

◆
堀
田
医
院
（
作
業
療
法
士
）
◆
Ｔ

Ｍ
Ｓ
（［
派
］
部
品
仕
上
工
・
機
械

設
計
・
工
場
内
軽
作
業
）
◆
国
見
病

院
（
施
設
長
）
◆
く
に
み
農
産
加
工

（
食
品
製
造
）
◆
イ
デ
ッ
ク
ス
オ
ー

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
（
レ
ン
タ
カ
ー
接
客

業
務
）
◆
メ
デ
ィ
ケ
ア
亀
寿
苑
（
介

護
職
員
）
◆
型
研
精
工
（
機
械
・
電

気
設
計
技
術
者
）
◆
国
東
中
央
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
准
看
護
師
）
◆
ア
キ
モ
ト

歯
科
（
歯
科
補
助
・
受
付
事
務
等
）

以
上
の
求
人
は
12
月
14
日
現
在
の

国
東
市
関
係
の
一
部
で
す
。

問
合
先

　

別
府
公
共
職
業
安
定
所
　

国
東
地
域
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

国
東
町
鶴
川
１
３
３
４

☎
０
９
７
８
－
72
－
０
９
５
２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
求
人
情
報

を
検
索
で
き
ま
す

http://w
w
w
.hellow

ork.go.jp

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
伴
う

生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
を

縦
覧
し
ま
す

募
集

大
分
県
立
聾
学
校
幼
稚
部
入
学
者

試
験
・
講
習

オ
フ
ィ
ス
店
舗
ク
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
養
成
講
習

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

相
談

行
政
相
談

出
張
消
費
生
活
相
談

求
人
情
報

B&A 矯正歯科クリニック
ー子どもや大人の歯並び・かみ合わせの治療専門ー

月・水～土曜日 10:00～19:00  休診日：火曜日・祝日日曜日　　　　 10:00～17:00

別府市南立石一区２組

歯並び・かみ合わせのご相談は TEL:0977-26-3321まで

★別府ＩＣより杉乃井ホテル方面、車で約５分
★国道10号より富士見通りを杉乃井ホテル方面
　ローソンもみじ坂店となり

院長：藤井昭仁（日本矯正歯科学会認定医）　副院長：藤井涼子（日本矯正歯科学会認定医）

検索 B&A矯正歯科
〈広告〉
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［問合先］総務課　防災係………………☎0978-72-1111
　　　　　国見総合支所　地域総務課…☎0978-82-1111
　　　　　武蔵総合支所　地域総務課…☎0978-68-1111
　　　　　安岐総合支所　地域総務課…☎0978-67-1111
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子
ど
も
達
の
心
の
声
を
描
い
た

物
語
「
ハ
ー
ド
ル
」
を
上
映
し
ま

す
。

日
時
　
１
月
23
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
　
ア
ス
ト
く
に
さ
き

　
　
　
マ
ル
チ
ホ
ー
ル

対
象
　
小
学
生
以
上

※
入
場
無
料

問
　
国
東
市
青
少
年
健
全
育
成
市

民
会
議
（
社
会
教
育
課
内
）

☎
０
９
７
８
－
72
－
２
１
２
１

日
時
　
２
月
13
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
　
ア
ス
ト
く
に
さ
き

　
　
　
ア
ス
ト
ホ
ー
ル
　
他

内
容
　
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展

示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
、

お
茶
席
、
お
楽
し
み
抽
選
会
　
他

問
　
社
会
教
育
課

☎
０
９
７
８
－
72
－
２
１
２
１

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
よ
り
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
「
農
業
委
員
」
の
選

出
方
法
が
選
挙
制
か
ら
市
長
任
命

制
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、「
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」
が
新

設
さ
れ
ま
す
。

　
国
東
市
で
は
、
１
月
15
日
㈮

か
ら
２
月
10
日
㈬
ま
で
農
業
委

員
15
名
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
21
名
の
公
募
・
推
薦
の
受
付

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
東

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
　
国
東
市
農
業
委
員
会

☎
０
９
７
８
－
72
－
５
１
７
６

　
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
申

告
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
市
報
12

月
号
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
回

の
申
告
か
ら
、
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）、
法
人
番
号
の
記
載

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象
者
　
１
月
１
日
現
在
、
事
業

用
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

申
告
期
限
　
２
月
１
日
㈪

申
・
問
　
税
務
課
　
資
産
税
係

☎
０
９
７
８
－
72
－
１
１
１
１

（
内
線
１
３
７
）

　
国
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
各

中
央
公
民
館
で
は
自
分
た
ち
で
学

び
た
い
、
自
分
の
特
技
を
活
か
し

て
み
た
い
と
い
う
方
が
自
主
的
に

企
画
、
運
営
す
る
講
座
を
開
設
し

ま
す
。
※
た
だ
し
営
利
目
的
の
講

座
は
開
設
で
き
ま
せ
ん
。

講
師
資
格
　
18
歳
以
上

テ
ー
マ
　
知
識
や
特
技
を
活
か
し

た
も
の
、
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
に

立
っ
た
も
の

日
時
　
講
師
と
各
中
央
公
民
館
等

で
話
し
合
い
、
設
定
し
ま
す
。

回
数
　
月
１
回
以
上
実
施

　
　
　（
５
月
～
２
月
）

場
所
　
各
中
央
公
民
館
等

期
間
　
１
年
間
（
１
年
更
新
）

申
込
期
限
　
２
月
12
日
㈮

申
・
問
　

国
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
８
－
82
－
１
１
１
５

国
東
中
央
公
民
館

☎
０
９
７
８
－
72
－
２
１
２
１

武
蔵
中
央
公
民
館

☎
０
９
７
８
－
68
－
０
０
９
４

催
し

長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

「
ハ
ー
ド
ル
」を
上
映
し
ま
す

第
13
回
く
に
さ
き

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

お
知
ら
せ

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
公
募
・
推
薦

受
付

償
却
資
産
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

公
民
館
講
座
の
開
設
に
つ
い
て

■国 東 市 役 所　☎（0978）72-1111㈹
■国見総合支所　☎（0978）82-1111㈹
■武蔵総合支所　☎（0978）68-1111㈹
■安岐総合支所　☎（0978）67-1111㈹
■国東市消防本部　☎（0978）72-1101
■国東市民病院　☎（0978）67-1211㈹コーナー

くらしの

防災行政無線
 　　　　についてお知らせ

⃝戸別受信機からの時報放送終了について
　受信状況確認のために行っていた戸別受信機からの時報放送
は、平成28年１月１日で終了しました。
　時報放送は、屋外拡声器からの放送のみとなります。

⃝アナログ電波放送終了について
　アナログ電波放送は、平成28年１月15日で終了します。旧受
信機で放送を聞くことはできません。
　まだ、受信機の取替えが済んでいない方は、市役所へ申請書の
提出をお願いします。
※�申請書を提出していて、まだ取替えが済んでいない方は、工事現
場事務所（☎0978-64-7561）まで連絡をお願いします。
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安
岐
中
央
公
民
館

☎
０
９
７
８
－
67
－
０
１
５
５

　
宇
佐
・
高
田
・
国
東
広
域
事
務

組
合
が
設
置
す
る
ご
み
処
理
施
設

に
係
る
生
活
環
境
影
響
調
査
の
結

果
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

な
お
、
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

縦
覧
場
所
　
宇
佐
・
高
田
・
国
東

広
域
事
務
組
合
（
宇
佐
文
化
会
館

内
）

縦
覧
期
間
　

１
月
５
日
㈫
～
２
月
４
日
㈭

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
平
日
の

み
）

問
　
宇
佐
・
高
田
・
国
東
広
域
事

務
組
合

☎
０
９
７
８
－
33
－
２
５
６
８

受
付
期
間
　

２
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮

※�

募
集
対
象
者
や
手
続
き
等
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
・
問
　
大
分
県
立
聾
学
校

☎
０
９
７
－
５
４
３
－
２
０
４
７

対
象
者
　
就
職
を
希
望
す
る
55
歳

以
上
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
登
録
者

場
所
　
豊
泉
荘
（
別
府
市
青
山
町

５
－
73
）

期
間
　
１
月
26
日
㈫
～

　
　
　
２
月
４
日
㈭
の
７
日
間

募
集
締
切
　
１
月
20
日
㈬
必
着

申
・
問
　
大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
－
５
４
０
－
６
３
１
３

国
東
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
８
－
67
－
２
９
９
１

　
視
覚
障
が
い
者
の
方
々
に
提
供

す
る
点
字
図
書
・
録
音
図
書
の
製

作
等
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
大
分
県
点
字
図
書
館

で
養
成
講
習
会
（
受
講
料
無
料
）

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

①
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

期
間
　
４
月
～
３
月（
40
回
程
度
）

日
時
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
午
前
10
時
～
12
時

募
集
人
員
　
15
名
程
度

②
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

期
間
　
４
月
～
３
月（
40
回
程
度
）

日
時
　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
午
前
10
時
～
12
時

募
集
人
員
　
20
名
程
度

申
込
期
限
　
２
月
15
日
㈪
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
・
問
　
社
会
福
祉
法
人
　
大
分

県
盲
人
協
会
　
大
分
県
点
字
図
書
館

☎
０
９
７
－
５
３
８
－
０
３
９
９

　
行
政
相
談
は
国
の
役
所
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
の
身
近
な
相
談
窓

口
で
す
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の

声
を
行
政
に
役
立
て
る
た
め
に
、

あ
な
た
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
※
相
談
無
料

期
日
・
場
所
　

１
月
13
日
㈬

　
み
ん
な
ん
か
ん
第
２
学
習
室

　
安
岐
総
合
支
所
２
０
２
会
議
室

２
月
10
日
㈬

　
ア
ス
ト
く
に
さ
き
小
会
議
室

　
武
蔵
中
央
公
民
館
相
談
室

時
間
　
午
前
10
時
～
12
時

問
　
大
分
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
７
－
５
３
２
－
３
７
１
５

総
務
課
総
務
係

☎
０
９
７
８
－
72
－
５
１
６
０

　「
お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
」

と
思
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
　

１
月
25
日
㈪
　
午
前
10
時
～
12
時

　
武
蔵
総
合
支
所
　
第
２
庁
舎
２

階
　
中
会
議
室

２
月
29
日
㈪
　
午
前
10
時
～
12
時

　�

安
岐
総
合
支
所
２
階
　
２
０
２

会
議
室

問
　
国
東
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
８
－
72
－
５
１
８
３

市
内
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

従
業
員
を
募
集
中
で
す

◆
あ
お
ぞ
ら
病
院
（
作
業
療
法
士
・

理
学
療
法
士
・
正
看
護
師
）
◆
く
に

さ
き
エ
コ
シ
ス
テ
ム
（
ゴ
ミ
収
集

と
し
尿
の
汲
み
取
り
・
浄
化
槽
の

巡
回
点
検
・
農
作
業
）
◆
テ
ラ
フ
ー

ズ
（
営
業
社
員
・
菓
子
製
造
管
理
責

任
者
）
◆
メ
ー
プ
ル
尽
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
臨
床
工
学
技
士
・
看
護
師
〔
正
・

准
〕）
◆
国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
介
護
職
員
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指

導
員
・
看
護
職
員
）
◆
あ
さ
ひ
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
看
護
師
〔
正
・
准
〕）
◆

石
田
製
綱
（
製
綱
工
）
◆
里
の
駅
む

さ
し
（
調
理
及
び
接
客
・
接
客
販

売
）
◆
巴
田
建
材
店
（
配
達
員
及

び
取
付
作
業
）
◆
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

（
電
子
機
器
製
造
）
◆
エ
ア
ポ
ー
ト

シ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
（
タ
ク
シ
ー
乗
務

員
）
◆
ケ
ー
ア
ン
ド
ケ
ー
（
製
品
検

査
・
組
立
・
品
質
管
理
補
助
作
業
）

◆
国
東
市
役
所
（
自
動
車
教
習
所
指

導
員
・
看
護
師
・
保
育
士
）
◆
国
東

市
民
病
院
（
看
護
助
手
・
看
護
師
）

◆
堀
田
医
院
（
作
業
療
法
士
）
◆
Ｔ

Ｍ
Ｓ
（［
派
］
部
品
仕
上
工
・
機
械

設
計
・
工
場
内
軽
作
業
）
◆
国
見
病

院
（
施
設
長
）
◆
く
に
み
農
産
加
工

（
食
品
製
造
）
◆
イ
デ
ッ
ク
ス
オ
ー

ト
・
ジ
ャ
パ
ン
（
レ
ン
タ
カ
ー
接
客

業
務
）
◆
メ
デ
ィ
ケ
ア
亀
寿
苑
（
介

護
職
員
）
◆
型
研
精
工
（
機
械
・
電

気
設
計
技
術
者
）
◆
国
東
中
央
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
准
看
護
師
）
◆
ア
キ
モ
ト

歯
科
（
歯
科
補
助
・
受
付
事
務
等
）

以
上
の
求
人
は
12
月
14
日
現
在
の

国
東
市
関
係
の
一
部
で
す
。

問
合
先

　

別
府
公
共
職
業
安
定
所
　

国
東
地
域
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

国
東
町
鶴
川
１
３
３
４

☎
０
９
７
８
－
72
－
０
９
５
２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
求
人
情
報

を
検
索
で
き
ま
す

http://w
w
w
.hellow

ork.go.jp

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
伴
う

生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
を

縦
覧
し
ま
す

募
集

大
分
県
立
聾
学
校
幼
稚
部
入
学
者

試
験
・
講
習

オ
フ
ィ
ス
店
舗
ク
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
養
成
講
習

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会

相
談

行
政
相
談

出
張
消
費
生
活
相
談

求
人
情
報

B&A 矯正歯科クリニック
ー子どもや大人の歯並び・かみ合わせの治療専門ー

月・水～土曜日 10:00～19:00  休診日：火曜日・祝日日曜日　　　　 10:00～17:00

別府市南立石一区２組

歯並び・かみ合わせのご相談は TEL:0977-26-3321まで

★別府ＩＣより杉乃井ホテル方面、車で約５分
★国道10号より富士見通りを杉乃井ホテル方面
　ローソンもみじ坂店となり

院長：藤井昭仁（日本矯正歯科学会認定医）　副院長：藤井涼子（日本矯正歯科学会認定医）

検索 B&A矯正歯科
〈広告〉
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■入居者資格・家賃
⑴現に同居し、または同居しようとする親族
があること（国見地域に所在する市営住宅
への申込及び高齢者・障がい者等は１人で
も入居可）
⑵現に住宅に困窮していることが明らかであ
ること
⑶県民税または市町村民税、公営住宅使用料
等を滞納していないこと
⑷条例で定める基準の収入であること
⑸入居者及び同居者が暴力団員ではないこと
⑹家賃の欄に「～」がついている住宅の家賃
は、世帯合計所得等により決定されます。

※見学を希望される方は、事前の予約が必要です。

■申込手続
　入居希望者は、印鑑、住民票、所得証明
書、市税等完納証明書などの必要書類をご用
意のうえ、１月19日㈫までにお申し込みく
ださい。
※�個人番号の記載によって公簿等で内容が確認で
きる場合は、添付書類を一部省略できます。

■入居可能日
２月１日㈪　※随時募集は除きます。

■抽選会・説明会
　入居資格のある申込者が複数あり、住宅困
窮度が定めがたい場合は、抽選とします。

１月20日㈬　　午後１時30分
国東市役所　第二庁舎会議室

 【申込・問合先】
国東市役所建設課住宅係　　�☎0978-72-5179
国見総合支所地域産業建設課�☎0978-82-1114
武蔵総合支所地域産業建設課�☎0978-68-1113
安岐総合支所地域産業建設課�☎0978-67-1116

国東市営（公営）住宅の入居者を募集します
住宅名 戸数 部屋番号 間取 　　家  賃（円）

国
見
町

岡 団 地 1 A-2 2LDK 21,400～
八 坂 団 地 1 2B-2-1号 4K 12,500～
本 城 団 地 1 C-2号 2DK 14,900～

国
東
町

浜 団 地 １ 3号 4K 16,400～

小 原 団 地 ２
6-3号

3DK
21,700～

7-6号 22,000～

重 藤 団 地 ２
2-2号

4K
16,900～

7-1号 18,200～

武
蔵
町

月 山 団 地 １ C-1号 3LDK 16,000～
池見台団地 1 12号 3LDK 20,500～

武 蔵
グリーンヒル ５

4-5号（単身者用） 1LDK 38,000　
2-1号

3LDK 46,000　
2-6号
43-1号

2LDK
22,300～

62-2号 23,000～
向陽台団地 １ D棟 3LDK 62,000　

安
岐
町

県 営 小 川 1 2B-3-16号 4K 16,800～
上 椿 住 宅 1 12号 3DK 16,000～

川 原 住 宅 2
512号

3DK 21,400～
532号

楓 江 住 宅 １ 10-5号 4K 17,600～

かえで住宅 ２
123号

3LDK 54,000　
233号

日 向 住 宅 ３
5-1号

3LDK 44,000　5-6号
7-10号

向陽台住宅 ２
A2-1

3LDK 56,000　
B1-1

随時募集（申込時に入居可能日をお知らせします）
住宅名 間取 　　家  賃（円） 備考

サンコーポラス富来 3DK
1～3階　35,000

所得制限なし
4～5階　30,000

県営月山 TR-4-202 3DK 22,200～ ー

県営国見
2A-1-301号

3DK 21,700～ ー
2A-1-303号

県営小川 2B-2-10号 4K 16,800～ ー

ひとのうごき（11月30日現在） 主な異動理由
人　口 29,831 人 （＋20） 転入 74
男 14,249 人 （＋11） 転出 47
女 15,582 人 　（＋9） 出生 14
世帯数 13,211 世帯（＋17） 死亡 21

（　）内は前月比

※�還付金詐欺にご注意ください！�
国東市ではATMで税金などを還付することはありません。

１月の納税
・個人市県民税（４期）
・国民健康保険税（７期）
・介護保険料（８期）
・後期高齢者医療保険料（７期）

【問合先】　税務課　☎0978-72-1111

納期限　２月１日㈪

夜間相談窓口  １月12日㈫、25日㈪　20時まで
相談場所  国東市役所税務課
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お誕生おめでとう！ （敬称略）
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	 お悔やみ申し上げます	 （敬称略）

※�「お誕生おめでとう！」「お悔やみ申し上げます」のコーナーについては、　掲載希望の申し出のあった方を掲載しています。

11月
22日 安岐町中園 本　多　好　子 （８４）
24日 国見町岐部 岐　部　モヱ子 （９３）
26日 国東町田深 長　峯　美和子 （９３）

武蔵町狭間 河　野　厚　生 （８４）
30日 安岐町塩屋 柏　　　豊　野 （８２）

安岐町塩屋 水　口　一　雄 （８０）

12月
１日 安岐町中園 小　俣　政　枝 （９２）
３日 安岐町塩屋 松　原　壽　子 （９５）
５日 国東町田深 田　口　房　子 （９０）

安岐町両子 矢　野　　　緑 （９１）
６日 国見町大熊毛 土　谷　マサ子 （８６）
７日 国東町鶴川 馬　場　將　郎 （６６）

安岐町吉松 川　野　 　子 （８５）
８日 安岐町下山口 村　井　シス子 （１０２）
９日 国東町治郎丸 志　丸　英　昭 （７１）
13日 国東町綱井 小山田　シナ子 （８４）
14日 国見町櫛櫛櫛 重　本　德　光 （９９）

安岐町山口 髙　橋　正　之 （５６）
安岐町塩屋 内　林　静　子 （９５）

15日 安岐町吉松 後　藤　孝　一 （７７）11月21日～ 12月16日までの届出分

12日 国東町来浦 光　本　歩
ほ

　叶
のか

（享平・智美）

18日 武蔵町糸原 川　上　真
ま

　歩
ほ

（健太・真弓）

19日 武蔵町古市 古　林　朋
とも

　弥
や

（明紘・沙織）

安岐町中園 大　海　勇
ゆう

太
た

朗
ろう

（亮太・妙美）

22日 国東町安国寺 永　易　琴
こと

　羽
ね

（雄一郎・めぐみ）

29日 武蔵町古市 山　下　乃
の

　蒼
あ

（泰宜・美香）

３日 国東町綱井 難　波　栞
かん

　和
な

（大助・留美）

４日 武蔵町糸原 末　次　大
だい

　地
ち

（信也・恵美）

５日 安岐町中園 淵　野　　　縁
ゆかり

（聡・美由紀）

９日 安岐町下原 清　國　巧
たく

　真
ま

（建志・希美）

11日 国東町鶴川 三　成　悠
ゆう

　真
ま

（洋紀・由記）

（　）内は保護者の名前。11月20日～ 12月16日までの届出分

11月 12月

１・２月の休日在宅当番医 １・２月の休日歯科当番医

月 日 病 院 名 所 在 地 電話番号

１月1７日 川野歯科医院 武蔵町古市 68-1574

１月２４日 福永歯科医院 国東町鶴川 72-2838

１月31日 岐部歯科医院 国見町伊美 82-0078

２月７日 わかば歯科 国東町鶴川 72-2959

※�休日当番医は変更になることがありますの
で、電話でご確認のうえ受診してください。
国東市民病院（安岐町下原 ☎67-1211）・ 
あおぞら病院（国東町小原 ☎72-0455）は、
救急指定病院です。

月 日 病 院 名 所 在 地 電話番号

１月1７日
国東中央クリニック 国東町北江 73-2200

牛嶋内科胃腸科クリニック 武蔵町古市 69-0889

１月２４日
末綱クリニック 国東町田深 72-0433

たてわき眼科 武蔵町糸原 69-0111

１月31日
ふくだクリニック 国東町田深 72-0168

メープル尽クリニック 安岐町下原 67-2800

２月７日
松木医院 国東町岩屋 72-0345

朝倉内科医院 安岐町中園 67-2012

午前８時30分～
午後５時

午前９時～
正午

22
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■入居者資格・家賃
⑴現に同居し、または同居しようとする親族
があること（国見地域に所在する市営住宅
への申込及び高齢者・障がい者等は１人で
も入居可）
⑵現に住宅に困窮していることが明らかであ
ること
⑶県民税または市町村民税、公営住宅使用料
等を滞納していないこと
⑷条例で定める基準の収入であること
⑸入居者及び同居者が暴力団員ではないこと
⑹家賃の欄に「～」がついている住宅の家賃
は、世帯合計所得等により決定されます。

※見学を希望される方は、事前の予約が必要です。

■申込手続
　入居希望者は、印鑑、住民票、所得証明
書、市税等完納証明書などの必要書類をご用
意のうえ、１月19日㈫までにお申し込みく
ださい。
※�個人番号の記載によって公簿等で内容が確認で
きる場合は、添付書類を一部省略できます。

■入居可能日
２月１日㈪　※随時募集は除きます。

■抽選会・説明会
　入居資格のある申込者が複数あり、住宅困
窮度が定めがたい場合は、抽選とします。

１月20日㈬　　午後１時30分
国東市役所　第二庁舎会議室

 【申込・問合先】
国東市役所建設課住宅係　　�☎0978-72-5179
国見総合支所地域産業建設課�☎0978-82-1114
武蔵総合支所地域産業建設課�☎0978-68-1113
安岐総合支所地域産業建設課�☎0978-67-1116

国東市営（公営）住宅の入居者を募集します
住宅名 戸数 部屋番号 間取 　　家  賃（円）

国
見
町

岡 団 地 1 A-2 2LDK 21,400～
八 坂 団 地 1 2B-2-1号 4K 12,500～
本 城 団 地 1 C-2号 2DK 14,900～

国
東
町

浜 団 地 １ 3号 4K 16,400～

小 原 団 地 ２
6-3号

3DK
21,700～

7-6号 22,000～

重 藤 団 地 ２
2-2号

4K
16,900～

7-1号 18,200～

武
蔵
町

月 山 団 地 １ C-1号 3LDK 16,000～
池見台団地 1 12号 3LDK 20,500～

武 蔵
グリーンヒル ５

4-5号（単身者用） 1LDK 38,000　
2-1号

3LDK 46,000　
2-6号
43-1号

2LDK
22,300～

62-2号 23,000～
向陽台団地 １ D棟 3LDK 62,000　

安
岐
町

県 営 小 川 1 2B-3-16号 4K 16,800～
上 椿 住 宅 1 12号 3DK 16,000～

川 原 住 宅 2
512号

3DK 21,400～
532号

楓 江 住 宅 １ 10-5号 4K 17,600～

かえで住宅 ２
123号

3LDK 54,000　
233号

日 向 住 宅 ３
5-1号

3LDK 44,000　5-6号
7-10号

向陽台住宅 ２
A2-1

3LDK 56,000　
B1-1

随時募集（申込時に入居可能日をお知らせします）
住宅名 間取 　　家  賃（円） 備考

サンコーポラス富来 3DK
1～3階　35,000

所得制限なし
4～5階　30,000

県営月山 TR-4-202 3DK 22,200～ ー

県営国見
2A-1-301号

3DK 21,700～ ー
2A-1-303号

県営小川 2B-2-10号 4K 16,800～ ー

ひとのうごき（11月30日現在） 主な異動理由
人　口 29,831 人 （＋20） 転入 74
男 14,249 人 （＋11） 転出 47
女 15,582 人 　（＋9） 出生 14

世帯数 13,211 世帯（＋17） 死亡 21
（　）内は前月比

※�還付金詐欺にご注意ください！�
国東市ではATMで税金などを還付することはありません。

１月の納税
・個人市県民税（４期）
・国民健康保険税（７期）
・介護保険料（８期）
・後期高齢者医療保険料（７期）

【問合先】　税務課　☎0978-72-1111

納期限　２月１日㈪

夜間相談窓口  １月12日㈫、25日㈪　20時まで
相談場所  国東市役所税務課
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新新ガッツだ
おまかせくん!

小学校編

作：ネイマール太郎 No.118

市内のイベント情報
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東
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国東市観光協会

【問合先】国東市観光協会  ☎0978-72-5168

　髙瀬さんは、これまで東京や故郷の日田市で27年間
旅行業に携わってきました。しかし、未開発の観光資
源がたくさんある国東市に可能性を感じ、10月から国
東市観光協会に勤務することになりました。
　現在、県内外の観光客や旅行会社に今まで以上に国
東の魅力を伝えようと、積極的に情報収集を行ってい
ます。
　髙瀬さんは、「今までは、
既存の観光資源を組み合わ
せてバスツアーなどを企画
してきましたが、ここでは
新たに生み出した観光資源
を基に商品化を目指してい
ます。新たなことに挑戦で
きることを楽しみにしてい
ます」と抱負を語っていま
した。

髙瀬　道信さん（50歳）
たか せ みち のぶ

元
気
に
す
る
人

編集後記 　３年目を迎えた「国東おだやか博2015」。今回も、国東が育んできたいつもの暮らしを体験できるプロ
グラムがたくさん用意されていました。次号でその中のいくつかを紹介できればと思います。 （福田）

第10回国東市駅伝競走大会
ふるさとを駆け抜けろ！

期　日▶１月24日㈰
距　離▶16区間・26.1km
時　間▶
　11：00　〈ス  タ  ー  ト〉伊美小学校前
　11：20頃〈フィニッシュ〉岐部神社
　12：15　〈再スタート〉富来開運橋
　13：20頃〈フィニッシュ〉安岐総合支所
問合先▶社会教育課　社会体育係
　　　　☎0978-72-2121
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